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（１）分野別事業一覧              

（単位：千円） 

政策分野 金額 

          

国庫 道費 町債 その他 一般 

Ⅰ 生活環境 

計画額 342,020 25,324 400 137,600 1,100 177,596 

当初予算額 337,423 37,606 0 133,300 39,263 127,254 

決算額 290,190 0 598 128,600 43,167 117,825 

Ⅱ 教育 

計画額 450,895 9,075 13,723 82,100 64,940 281,057 

当初予算額 380,374 920 14,929 52,900 61,926 249,699 

決算額 400,141 8,424 7,297 71,500 65,582 247,338 

Ⅲ 
医療・保

健・福祉 

計画額 326,122 26,701 29,015 2,700 43,071 224,635 

当初予算額 324,243 28,099 36,257 31,400 54,156 174,331 

決算額 302,754 25,132 35,513 33,500 65,688 142,921 

Ⅳ 産業 

計画額 719,723 9,397 362,378 19,500 102,752 225,696 

当初予算額 646,273 0 312,527 22,800 124,292 186,654 

決算額 1,134,377 7,167 705,687 103,055 120,639 197,829 

Ⅴ 都市基盤 

計画額 1,463,581 482,407 125 640,300 23,917 316,832 

当初予算額 1,556,997 491,784 250 734,400 23,774 306,789 

決算額 1,156,440 312,421 0 540,039 15,400 288,580 

Ⅵ 地域経営 

計画額 80,677 222 1,059 0 213 79,183 

当初予算額 88,548 2,391 1,225 2,500 2,913 79,519 

決算額 80,976 2,540 1,107 0 3,618 73,711 

計 

計画額 3,383,018 553,126 406,700 882,200 235,993 1,304,999 

当初予算額 3,333,858 560,800 365,188 977,300 306,324 1,124,246 

決算額 3,364,878 355,684 750,202 894,068 314,094 1,050,830 
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（２）事業費・財源内訳比較  
 

（単位：百万円） 

 

  

前頁の表と上記のグラフは、栗山町第６次総合計画における計画事業の事業費を「計画策定時の

額」、「令和元年度の当初予算額」、「令和元年度の決算額」で比較したものです。 

計画策定時は３，３８３，０１８千円の事業費を見込んでいましたが、当初予算額は３，３３３，

８５８千円で、計画額に対し４９，１６０千円の減となりました。 

決算額は３，３６３，８７０千円で、当初予算額に対し３０，０１２千円の増となりました。主

な要因としては、農業部門において、そらち南農業協同組合が整備した大豆低温貯蔵施設への助成

（計画事業№２０５）によるものですが、道費補助金の確保や交付税算入対象となる町債の借入れ

により実質の一般財源を抑えながら事業を実施しました。 
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計画事業の会計別決算状況  
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（１）一般会計【会計番号 01】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 

 

総務費 

 

01. 

 

総務管

理費 

 

01. 一般管

理費 

3,797千円 【№175】時代に対応でき

る行政職員を育成します。

(1,842千円) 

 

146 

    
【№182】予算・決算・財政

状況などの情報を分かりや

すく公表します。 

(1,955千円) 

 

150 

    
02. 文書広

報費 

10,112千円 【№180】広報くりやまの

発行など、行政情報を広く

発信します。 

(10,056千円) 

 

149 

    
【№187】町長のまちづく

り懇談会やふれあい訪問を

行い、町政への町民参画を

推進します。(56千円) 

 

153 

    
05. 町有林

管理費 

10,599千円 【№121】造林事業などに

より適正な森林管理を推進

します。(10,599千円) 

 

106 

 

 

 

   
09. 交通安

全対策

費 

2,529千円 【№021】交通安全運動・

教育を推進します。 

(1,630千円) 

 

39 

【№195】高齢運転免許証保

有者の免許証自主返納を支

援します。(899千円) 

 

40 

10. 交通安

全施設

費 

3,000千円 【№022】交通安全施設の

整備を進めます。 

(3,000千円) 

 

 40 

12. 企画費 15,839千円 【№138】地域間（都市

間）交通の確保と利便性の

向上を図ります。 

(8,195千円) 

 

120 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 

 

総務費 

 

01. 

 

総務管

理費 

 

12. 企画費 15,839千円 【№164】まちづくり協議

会などの地域活動を支援し

ます。(2,478千円) 

 

139 

 
 

   【№167】町民団体が連携・

協力する地域活性化・賑わ

い創出活動を支援します。

(1,127千円) 

 

141 

 
   【№168】総合計画に基づく

施策・計画事業の評価を行

い、改善・見直しを図りま

す。(311千円) 

 

142 

 
   【№179】地域振興費や事務

共同処理の検討など、広域

連携の推進を図ります。

(1,674千円) 

 

148 

 
   【№184】栗山町史（平成史）

を編集・発刊します。 

(2,032千円) 

 

151 

 
   【№203】持続可能な地域公

共交通システムを構築しま

す。(22千円) 

 

122 

 
   15. 姉妹都

市交流

費 

850千円 【№078】姉妹都市（宮城

県角田市）、被災地などと

の青少年交流事業を行いま

す。(850千円) 

 

76 

 
   16. 国際交

流費 

3,931千円 【№077】少年ジェット派

遣事業を行います。 

(2,988千円) 

 

 75 

 

【№199】介護学生とフィン

ランド学生との交換留学を

行います。(943千円) 

 

 76 

18. バス路

線維持

費 

74,781千円 【№139】町営バスの充実

を図り、交通弱者の移動手

段を確保します。 

(74,781千円)  

 

121 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 

 

総務費 

 

01 総務管

理費 

19. 情報推

進費 

58,147千円 【№177】情報システムの

活用により、行政事務の効

率化・及び町民サービスの

向上を図ります。 

(38,360千円) 

 

147 

 
   【№178】情報通信基盤・機

器の活用により、行政事務

の効率化および町民サービ

スの向上を図ります。

(19,787千円) 

 

147 

20. 防災対

策費 

35,568千円 【№011】災害用物資の計

画的な備蓄を進めるととも

に、備品保管倉庫を整備し

ます。(5,170千円) 

 

 33 

   【№012】災害時の電源・燃

料確保を推進します。

(29,700千円) 

 

 33 

    【№013】災害時の情報伝達

手段を充実します。 

(662千円) 

 

34 

    【№015】防災訓練の実施

と、町民の防災知識の啓発

を推進します。(36千円) 

 

 35 

    22. 定住促

進費 

20,055千円 【№091】妊娠・出産・子

育てに関する、相談機能と

相談機能を充実します。

(60千円) 

 

84 

【№129】栗山町への移住・

定住を促進します。 

(14,061千円) 

 

113 

【№143】若者・子育て世代

が移住しやすい環境を整備

します。(4,257千円) 

 

125 

【№192】くりやま若者シ

ティプロモーション事業を

推進します。(1,677千円) 

 

114 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 総務費 

 

01. 

 

総務管

理費 

 

23. 地域経

済活性

化・地

方創生

対策費 

22,404千円 【№192】くりやま若者シ

ティプロモーション事業を

推進します。(8,317千円) 

 

114 

【№193】ものづくりＤＩＹ

工房の導入・活用を推進し

ます。(14,087千円) 

 

109 

02. 徴税費 02. 賦課徴

収費 

1,084千円 【№172】町税収入等の収

納率向上に努めます。

(1,084千円) 

 

144 

05. 統計調

査費 

01. 統計調

査総務

費 

33千円 【№171】各種統計データ

により、町勢の現状を分析

し、まちづくりに活用しま

す。(33千円) 

 

144 

03. 

 

民生費 

 

01. 

 

 

社会福

祉費 

01. 社会福

祉総務

費 

 

15,851千円 【№023】地域の防犯・安

全運動を推進します。 

(401千円) 

 

41 

    
【№024】防犯灯（街路灯）

の適切な配置を推進しま

す。(4,854千円) 

 

 41 

    
【№106】地域の見守り・支

え合い活動の充実を図りま

す。(10,596千円) 

 

 95 

    02. 老人福

祉費 

12,591千円 【№102】生活支援を中心

とした地域包括ケアの充実

を図ります。 

(11,428千円) 

 

92 

【№105】高齢者の社会参加

と活動の場づくりを推進し

ます。(1,163千円) 

 

 94 

  
04. 心身障

害者福

祉費 

5,419千円 【№107】障がい者の自立

した地域生活を支援しま

す。(1,714千円) 

 

96 

【№108】障がい者の社会参

画と自立支援に取り組む団

体・事業者などを支援しま

す。(3,705千円) 

 

 97 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

03. 

 

民生費 

 

02. 

 

児童福

祉費 

 

01. 

 

児童福

祉総務

費 

 

34,628千円 【№092】子ども医療費を

助成します。 

(25,941千円) 

 

 85 

    
【№093】子育て家庭の支援

や、子育てしやすい環境の

充実を図ります。 

(7,569千円) 

 

 85 

    
【№096】要保護児童対策の

強化を目指し、効果的な組

織体制づくりを進めます。

(40千円) 

 

 88 

    
【№098】心身障がい児の療

育サービス利用に係る費用

負担の軽減を図ります。

(1,078千円) 

 

 89 

    
02. 

 

保育所

運営費 

11,072千円 【№095】民間保育園など

と連携を図り、保育・教育

の質を高めます。 

(11,072千円) 

 

87 

    
03. 児童福

祉施設

費 

31,012千円 【№093】子育て家庭の支

援や、子育てしやすい環境

の充実を図ります。 

(4,925千円) 

 

 85 

    
  

 

【№094】児童の遊び・活動

の場と、放課後の居場所づ

くりを進めます。 

(24,490千円) 

 

 86 

【№097】心身に障がいや発

達の遅れのある子どもを支

援します。(1,216千円) 

 

 89 

      

 

【№100】栗山町児童センタ

ーの計画的な改修・設備更

新を行います。(381千円) 

 

 90 

04. 衛生費 01. 

 

保健衛

生費 

 

01. 保健衛

生総務

費 

347千円 【№087】健康で生きがい

をもてる新しい都市モデル

の調査研究を進めます。

(347千円) 

 

 81 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

04. 

 

衛生費 

 

01. 

 

保健衛

生費 

 

02. 

 

予防費 

 

20,808千円 【№079】がんの早期発

見・早期治療を進め、がん

死亡率の減少を目指しま

す。(4,816千円) 

  

 77 

      

 

【№080】脳血管疾患・循環

器疾患・糖尿病などの予防

を推進します。(5,662千円) 

  

 78 

      

 

【№081】バランスのとれた

食生活や運動習慣の習得な

ど、より良い生活習慣への

改善を推進します。 

(260千円) 

  

 78 

      

 

【№082】乳幼児「う歯」予

防、成人･高齢者の歯周病予

防など、口腔の健康づくり

を推進します。(2,006千円) 

  

 79 

      

 

【№083】妊娠前から乳幼児

期の健やかな発達・発育を

支援し、次世代の健康を支

えます。(7,207千円) 

  

79 

      

 

【№084】ストレス要因の軽

減や早期発見・支援など、

こころの健康づくりを推進

します。(247千円) 

 

80 

      

 

【№085】地域や団体の健康

づくり活動を支援し、健康

を支え守る環境を整備しま

す。(610千円) 

 

80 

03. 

 

地域医

療対策

費 

94,684千円 

 

【№088】地域に必要な医

療水準の維持に努めます。

(35,128千円) 

  

 82 

    
【№089】在宅療養生活を支

える医療供給体制等を推進

します。(700千円) 

  

 83 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

04. 

 

衛生費 

 

01. 

 

保健衛

生費 

 

03. 地域医

療対策

費 

94,684千円 【№090 初期救急医療の確

保に努めるとともに、二次

救急病院への支援をしま

す。(58,856千円) 

  

 83 

 04. 環境衛

生費 

210千円 【№009】公共施設などの

再生可能エネルギー導入を

推進します。(210千円) 

 

 31 

02 清掃費 01. 清掃総

務費 

473千円 【№006】町内会・自治会

などによる、地域環境美化

の運動を支援します。 

(473千円) 

 

 29 

02. 塵芥処

理費 

155,536千円 【№001】中間処理（リサ

イクル・堆肥化）を行い、

再資源化を推進します。

(107,315千円) 

  

 26 

    

   

【№002】ごみ分別の正しい

知識の普及啓発と協力体制

づくりを進めます。 

(105千円) 

  

 27 

    

   

【№003】老朽化したごみ処

理施設・設備などの計画的

な更新・修繕を行います。

(16,221千円) 

  

 27 

    

   

【№004】埋立てごみの減容

を推進します。 

(25,984千円) 

 

 28 

    

   

【№005】広域組合加入によ

る共同処理により、安定し

たごみ処理体制を構築しま

す。(5,911千円) 

 

 28 

05. 

 

労働費 

 

01. 

 

労働費 

 

01. 労働総

務費 

51千円 【№130】勤労者の福祉向

上と、季節労働者の通年雇

用化を推進します。 

(51千円) 

  

115 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

05. 

 

労働費 

 

01. 

 

労働費 

 

02. 勤労者

福祉セ

ンター

費 

5,764千円 【№130】勤労者の福祉向

上と、季節労働者の通年雇

用化を推進します。 

(5,764千円) 

  

115 

06. 

 

農林水

産業費 

 

01. 

 

農業費 

 

02. 農業総

務費 

6,394千円 【№118】有害鳥獣駆除対

策を推進します。 

(6,394千円) 

 

103 

03. 農業振

興費 

765,800千円 【№111】営農活動の安定

化支援と、集落営農組織の

育成を図ります。 

(2,602千円) 

  

 99 

    

   

【№112】栗山の特性を生か

した良質な農産物の生産を

推進します。(107,631千円) 

  

100 

    

   

【№113】農地の円滑な流動

化の推進と、優良農地の確

保を図ります。(1,000千円) 

  

101 

    

   

【№116】自然環境保全・景

観形成など、農業･農村の持

つ多面的な機能を守り育て

ます。(182,583千円) 

  

102 

    

   

【№117】中山間地域等の農

業生産・多面的な機能確保

を支援します。 

(153,593千円) 

  

103 

.  

 

. 

 

 

 

   

【№120】農山村の魅力を活

かした都市農村交流を推進

します。(198千円) 

 

105 

【№205】大豆を安定的に生

産・供給するための施設整

備を支援します。 

(353,950千円) 

 

105 

04. 総合土

地改良

事業費 

62,718千円 【№114】国営事業などに

よる計画的な基盤整備と、

施設の維持管理を行いま

す。(25,504千円) 

  

101 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

06. 

 

農林水

産業費 

 

01. 

 

農業費 

 

04. 総合土

地改良

事業費 

62,718千円 【№115】道営事業による計

画的な基盤整備と、施設の

維持管理を行います。 

(37,214千円) 

 

102  

05. 農業担

い手育

成費 

39,426千円 【№109】農業後継者の育成

を図ります。(3,659千円) 

 

 

 98 

【№110】新規就農者の受

け入れを進めます。

(35,767千円) 

 

 99 

    
06. エゾシ

カ食肉

加工施

設費 

97千円 【№118】有害鳥獣駆除対

策を推進します。 

(97千円) 

  

103 

  
02. 林業費 01. 林業振

興費 

12,162千円 【№121】造林事業などに

より適正な森林管理を推進

します。(12,162千円) 

  

106 

07. 

 

商工費 

 

01. 

 

商工費 

 

01. 商工振

興費 

144,219千円 【№008】環境にやさしい

循環型社会への貢献を目指

す企業を支援します。 

(990千円) 

  

30 

【№025】消費生活に関する

啓発活動の支援や相談窓口

の充実を図ります。 

(1,297千円) 

  

 42 

【№122】賑わいにあふれ

魅力ある商店街づくりを推

進します。(10,237千円) 

  

107 

 

【№123】積極的な企業誘致

活動を行います。 

(3,253千円) 

 

108 

【№124】町内商工業者の経

営安定・改善などを支援し

ます。(129,445千円) 

  

108 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

07. 

 

商工費 

 

01. 

 

商工費 

 

02. 観光費 14,282千円 【№125】新たな推進体制

を構築するなど、観光事業

の充実を図ります。

(13,122千円) 

  

111 

【№126】「栗の活用」を推

進し、新たな特産品や観光

資源の創出を図ります。

(1,160千円) 

  

112 

08. 土木費 02. 

 

道路橋

梁費 

02. 道路維

持費 

28,174千円 【№135】町道の舗装や側

溝改修など、道路環境の維

持・向上を図ります。

(28,174千円) 

  

119 

  19,305千円 【№136】町道の総点検を

行い、修繕計画の策定・管

理を行います。 

(19,305千円) 

 

119 

    
03. 除雪対

策費 

132,313千円 【№137】冬期間における

道路環境の維持・確保を図

ります。(132,313千円) 

  

120 

    
05. 地方道

路整備

費 

92,807千円 【№133】幹線町道杵臼本

線の道路改良・舗装を実施

します。(46,750千円) 

 

118 

 

【№134】老朽化した橋梁の

点検・修繕を計画的に行い

ます。(46,057千円) 

 

118 

03. 河川費 01. 河川総

務費 

13,576千円 【№151】河川環境の改善 

・水害防止に努めるととも

に、自然河川づくりを推進

します。(13,576千円) 

  

130 

  02. 河川整

備費 

1,394千円 【№204】雨煙別川流域河

川整備を推進します。

(1,394千円) 

 

131 

04. 

 

都市計

画費 

 

01. 都市計

画総務

費 

225千円 【№160】景観資源の保

全・活用を図ります。 

(225千円) 

  

136 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

08. 土木費 04. 

 

都市計

画費 

 

02. 都市計

画整備

費 

207,237千円 【№152】新町地区の再開

発整備事業に取り組みま

す。(207,237千円) 

  

132 

  
03. 公園管

理費 

13,486千円 【№161】老朽化した公園

施設の安全確保のため、計

画的に修繕・更新を行いま

す。(7,966千円) 

  

137 

【№162】御大師山周辺（栗

山公園等）の散策路・施設

等の計画的な改修・整備を

進めます。 

(5,520千円) 

  

137 

05. 

 

住宅費 01. 

 

住宅総

務費 

4,441千円 【№144】生活環境の保全

と防犯のため、空き家対策

に取り組みます。(2千円) 

  

126 

    
【№145】｢人にやさしい住

宅助成事業｣を実施し、住宅

の居住性や住環境の向上を

図ります。(4,439千円) 

  

126 

    
03. 住宅建

設費 

305,951千円 【№141】公営住宅の整

備・改修を行います。

(305,951千円) 

  

123 

09. 消防費 01. 消防費 01. 消防費 85,332千円 【№016】消防車両などを

計画的に更新します。

(78,711千円) 

  

36 

 

 

   

   

【№019】老朽化した消防施

設を計画的に改修・整備し

ます。(4,568千円) 

 

 38 

    

   

【№020】消防団施設の更新

など、充実・強化を図りま

す。(2,053千円) 

 

 38 

10. 教育費 01. 教育総

務費 

 

04. 教育諸

費 

56,155千円 【№026】学校教育におけ

るＩＣＴの利活用を推進し

ます。(6,122千円) 

  

 43 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 01. 教育総

務費 

 

04. 教育諸

費 

56,155千円 【№027】小中学校の英語教

育の質的向上、充実を図り

ます。(5,923千円) 

  

 44 

【№029】各学年において

「全国標準学力検査」を実

施します。(1,045千円) 

  

 45 

【№030】特別支援教育を推

進します。(15,983千円) 
45 

【№031】教職員による学校

事務（校務）の負担軽減を

図ります。(10,958千円) 

  

46 

【№032】小学生のフッ化

物洗口を推進します。 

(78千円) 

 

 46 

       【№033】いじめや不登校な

どの問題行動の未然防止と

早期解決を図ります。 

(187千円) 

 

 47 

       【№035】｢子ども夢づくり

基金｣を活用し、児童生徒の

スポーツ・文化活動を支援

します。(961千円) 

 

 48 

       【№036】｢輝け！栗っ子｣児

童生徒表彰を行い、子ども

たちの意欲を育みます。 

(70千円) 

 

 48 

       【№037】コミュニティスク

ール（学校運営協議会制度）

の導入を進めます。 

(1,144千円) 

 

 49 

       【№038】児童生徒の登下校

時の安全・安心を確保しま

す。(28千円) 

 

 49 

       【№039】ふるさと教育を推

進するため、栗山らしい副

読本を作成します。 

(774千円) 

 

 50 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 01. 教育総

務費 

 

04. 教育諸

費 

56,155千円 【№040】各家庭の経済的負

担（教育費）の軽減を図り

ます。(10,857千円) 

 

 50 

       【№196】地域と連携した

「キャリア教育」を推進し

ます。(37千円) 

 

 51 

       【№197】栗山高校の魅力づ

くりを進めます。 

(1,864千円) 

 

 57 

       【№198】栗山高校の未来像

を話し合う町民委員会を設

置します。(124千円) 

 

 58 

02. 

 

小学校

費 

01. 学校管

理費 

18,954千円 【№043】栗山小学校校

舎・体育館の計画的な改修

を行います。(3,348千円) 

  

 52 

      

 

【№044】角田小学校校舎・

体育館の計画的な改修を行

います。(15,606千円) 

 

 53 

  
 

 

 

02. 教育振

興費 

2,014千円 【№040】各家庭の経済的

負担（教育費）の軽減を図

ります。(2,014千円) 

  

 50 

  03. 

 

中学校

費 

01. 学校管

理費 

22,524千円 【№042】栗山中学校体育

館の計画的な改修を行いま

す。(22,524千円) 

 

 52 

    02. 教育振

興費 

2,782千円 【№040】各家庭の経済的

負担（教育費）の軽減を図

ります。(2,782千円) 

 

 50 

  04. 

 

社会教

育費 

 

01. 社会教

育総務

費 

1,676千円 【№056】青少年育成会活

動を支援します。 

(870千円) 

  

 61 

  
  

【№061】地域総ぐるみで

「ふるさと教育」を推進し

ます。(306千円) 

  

 65 

 

【№078】姉妹都市（宮城県

角田市）、被災地などとの青

少年交流事業を行います。

(500千円) 

  

 76 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 04. 社会教

育費 

 

02. 

 

研修講

座費 

 

506千円 【№055】自然・社会体験

など、青少年の体験活動の

機会を提供します。 

(80千円) 

  

 60 

【№057】町民の多様な学

びの機会づくりを行いま

す。(202千円) 

  

 62 

    

   

【№058】高齢者が喜びと生

きがいを感じる学びの機会

を提供します。(224千円) 

 

 62 

03. 公民館

費 

933千円 【№060】老朽化した社会

教育施設の改修などを計画

的に行います。(933千円) 

  

64 

   
04. 図書館

費 

49,869千円 【№059】町民の読書活動

を支援します。 

(49,869千円) 

  

 63 

    
05. 文化振

興費 

9,007千円 【№072】町民が芸術文化

に親しむことのできる環境

づくりを推進します。

(3,591千円) 

  

 72 

    
【№073】町民や文化団体に

よる芸術・文化活動を支援

します。(310千円) 

  

 73 

    
【№074】芸術創造のまちづ

くりを推進します。 

(35千円) 

  

 73 

    
【№075】ふるさと栗山の文

化財保護・活用を推進しま

す。(5,071千円) 

  

 74 

    
06. 農村環

境改善

センタ

ー費 

391千円 【№060】老朽化した社会

教育施設の改修などを計画

的に行います。(391千円) 

  

 64 

    07. 開拓記

念館費 

7,268千円 【№075】ふるさと栗山の

文化財保護・活用を推進し

ます。(7,268千円) 

 

 74 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 04. 社会教

育費 

 

08. 

 

自然教

育振興

費 

 

55,923千円 

 

【№062】国蝶オオムラサ

キの生息環境を保全・再生

し、生態を公開します。

(17,469千円) 

  

 66 

    【№063】ハサンベツ地区の

里山環境を保全・再生しま

す。(7,543千円) 

 

 67 

【№064】自然・里山環境

の保全・再生に係る町の方

針を宣言し、人と自然との

共生を推進します。 

(2千円) 

 

 67 

【№065】「ふるさと自然体

験教育」の推進と、拠点施

設「雨煙別小学校 コカ･コ

ーラ環境ハウス」の利活用

を図ります。(23,414千円) 

 

 68 

【№066】教育効果向上のた

め、観察飼育舎とふれあい

プラザの機能統合を図りま

す。(7,245千円) 

  

 68 

【№128】自然・農村環境を

活かした体験教育プログラ

ムを開発し、都市圏からの

交流人口を拡大します。

(250千円) 

  

113 

09. 

 

カルチ

ャープ

ラザ費 

 

1,270千円 【№060】老朽化した社会

教育施設の改修などを計画

的に行います。 

(1,270千円) 

  

 64 

05. 

 

保健体

育費 

01. 保健体

育総務

費 

3,920千円 【№067】年齢や技術・技

能の段階に応じた生涯スポ

ーツを推進します。 

(3,920千円) 

  

 69 

02. 体育施

設費 

9,571千円 【№069】老朽化した社会

体育施設の改修などを計画

的に行います。 

(9,571千円) 

  

 70 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 05. 

 

保健体

育費 

03. スポー

ツセン

ター費 

9,865千円 【№069】老朽化した社会

体育施設の改修などを計画

的に行います。 

(9,865千円) 

  

 70 

05. 

 

学校給

食費 

 

23,439千円 【№047】栄養教諭による

食育事業を実施します。

(20千円) 

  

 54 

【№049】安全な給食提供

のため、備品・食器などの

計画的な更新を行います。

(23,419千円) 

  

 55 

 

（２）国民健康保険特別会計【会計番号 02】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 03. 徴税費 01. 賦課徴

収費 

129千円 【№172】町税収入等の収

納率向上に努めます。 

(129千円) 

  

144 

05. 

 

保健事業

費 

01. 特定健

康診査

等事業

費 

01. 特定健

康診査

等事業

費 

14,323千円 【№080】脳血管疾患、循

環器疾患、糖尿病などの予

防を推進します。 

(14,323千円) 

  

 78 

02. 保健事

業費 

01. 趣旨普

及費 

4,938千円 【№079】がんの早期発

見・早期治療を進め、がん

死亡率の減少を目指しま

す。(4,938千円) 

 

 77  

 

（３）北海道介護福祉学校特別会計【会計番号 06】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 教育費 

 

01. 

 

介護福

祉学校

費 

01. 

 

介護福

祉学校

費 

118,291千円 【№051】優秀な介護福祉

士を毎年 80名輩出し、こ

れからの高齢化社会を支え

る人材を創出します。

(118,022千円) 

  

56 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 教育費 

 

01. 

 

介護福

祉学校

費 

01. 

 

介護福

祉学校

費 

118,291千円 【№052】介護福祉学校・

学生寮の計画的な改修を行

います。(269千円) 

 

57 

02. 

 

公債費 

 

01. 公債費 01. 元金 1,215千円 【№051】優秀な介護福祉

士を毎年 80名輩出し、こ

れからの高齢化社会を支え

る人材を創出します。

(1,215千円) 

  

 56 

02. 利子 37千円 【№051】優秀な介護福祉

士を毎年 80名輩出し、こ

れからの高齢化社会を支え

る人材を創出します。 

(37千円) 

  

 56 

 

（４）介護保険特別会計【会計番号 07】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 02. 徴収費 01. 賦課徴

収費 

37千円 【№172】町税収入等の収

納率向上に努めます。 

(37千円) 

  

144 

03. 

 

地域支

援事業

費 

01. 介護予 

防・生 

活支援 

サービ 

ス事業 

費 

01. 介護予

防・生

活支援

サービ

ス事業

費 

42,801千円 【№102】生活支援を中心

とした地域包括ケアの充実

を図ります。 

(42,801千円) 

 

 92 

 02. 一般介 

護予防 

事業費 

01. 一般介

護予防

事業費 

8,852千円 【№101】高齢者が要介護

状態にならないよう、介護

予防事業を推進します。

(8,852千円) 

  

 91 

03. 包括的 

支援事

業・任 

意事業 

費 

05. 任意事

業費 

4,260千円 【№101】高齢者が要介護

状態にならないよう、介護

予防事業を推進します。

(59千円) 

  

 91 

   

   

【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(4,201千円) 

  

 92 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

03. 

 

地域支

援事業

費 

03. 包括的 

支援事

業・任 

意事業 

費 

06. 在宅医

療・介

護連携

推進事

業費 

200千円 【№102】生活支援を中心

とした地域包括ケアの充実

を図ります。(200千円) 

  

 92 

    07. 生活支

援体制

整備事

業費 

5,066千円 【№102】生活支援を中心

とした地域包括ケアの充実

を図ります。(5,066千円) 

  

 92 

    08. 認知症

総合支

援事業

費 

995千円 【№101】高齢者が要介護

状態にならないよう、介護

予防事業を推進します。

(995千円) 

 

 91 

    09. 地域ケ

ア会議

推進事

業 

102千円 【№102】生活支援を中心

とした地域包括ケアの充実

を図ります。(102千円) 

  

 92 

 

（５）後期高齢者医療特別会計【会計番号 08】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 02. 徴収費 01. 賦課徴

収費 

15千円 【№172】町税収入等の収

納率向上に努めます。 

(15千円) 

  

144 

 

（６）住宅団地造成事業特別会計【会計番号 09】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 住宅団

地造成

事業費 

01. 住宅団

地造成

事業費 

01. 住宅団

地造成

事業費 

1,224千円 【№142】住宅団地の造成

を検討します。 

(1,224千円) 

  

124 
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（７）工業団地造成事業特別会計【会計番号 10】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 工業団

地造成

事業費 

01. 工業団

地造成

事業費 

01. 工業団

地造成

事業費 

553千円 【№157】国道２３４号線

の整備要望と、角田地域振

興策を検討します。 

(553千円) 

  

135 

 

（８）水道事業会計【会計番号 11】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 資本的支

出 

01. 建設改 

良費 

01. 老朽管

更新事

業費 

95,000千円 【№146】老朽化した水道

管を計画的に更新します。 

(95,000千円) 

  

127 

03. 浄水施

設整備

費 

31,350千円 【№147】水道施設の老朽

化した設備を計画的に更

新します。(31,350千円) 

 

128  

 

（９）下水道事業会計【会計番号 12】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 下水道

事業資

本的支

出 

01. 営業費

用 

01. 管渠費 85,085千円 【№148】老朽化した下水

道施設を計画的に更新しま

す。(85,085千円) 

  

128 

03. 個別排

水処理

施設事

業費用 

01. 営業費

用 

01. 個別排

水処理

施設費 

37,064千円 【№150】個別排水処理施

設整備を推進します。

(37,064千円) 

  

129 

 

 

 

 

 

 



- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画事業別決算状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各計画の事業概要は、後期実施計画開始時点の内容のため、当該決算年度時の事業計画を

表すものではありません。 

※ 新規は、後期実施計画から新たに実施する事業です。 
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（１）ごみ処理  
 

 

 

 

 

 

施策① ごみの減量化・資源化の推進                       

● ごみの再資源化による循環型社会の形成 

● 適正な分別の推進とごみの発生抑制 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

1 

中間処理（リサイクル・堆

肥化）を行い、再資源化を

推進します。 

資源ごみのリサイクル推進（資源物収集場所の

増設など）、生ごみ・下水道汚泥の堆肥化（栗肥

土＝クリピットとして町民に還元）、外部処理委

託の推進 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １１０，７０８千円 

主
な
事
業
実
績 

生ごみ・下水道汚泥を原料として生産した堆肥「栗肥

土」を約 22ｔ販売し、町民に還元したほか、再分別の

徹底により硬質プラスチックや木類など再生処理可能

物の外部処理委託を行ない、プラスチック・缶・ビン等

の資源物の再資源化を進めました。 

決算額 １０７，３１５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,916千円 

一般 102,399千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (107,315 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆平成 23 年度より可燃ごみの炭化処理を実施してきましたが、炭化施設の廃止に伴い、

最終処分場の新たな延命対策と、さらなる埋め立てごみの減量対策が必要となっています。 

◆高齢化の進展などを見すえ、広域組合への加入による共同（焼却）処理への転換など、

将来の安定したごみ処理体制の構築が急務となっています。 

 

 

計画策定時の主な課題  

生活環境  
 

Ⅰ 
安心して暮らせるふるさとづくり  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

2 

ごみ分別の正しい知識の普

及啓発と協力体制づくりを

進めます。 

地域･団体･事業所などを対象とした説明会・施

設見学会の実施、分別啓発用パンフレットの作

成、小中学生の分別学習の推進 など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １８３千円 

主
な
事
業
実
績 

ごみの分別方法や処理状況等をより理解していただ

くために、ごみ処理施設見学会を 2 回開催、栗山小学

校や北海道介護福祉学校の生徒を対象にごみ処理施設

での学習会を計 2回開催しました。 
決算額 １０５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 105千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (105 千円) 

 
 

施策② ごみ処理体制の整備 

● 埋立てごみの減容による最終処分場の延命化 

● 広域処理による安定したごみ処理体制の確立 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

3 

老朽化したごみ処理施設・

設備などの計画的な更新・

修繕を行います。 

堆肥化施設脱臭施設等の修繕、資源リサイク

ルセンター圧縮梱包器等の更新・修繕、作業

用重機・ごみ収集車の更新 など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １６，８２９千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいるごみ処理施設や設備等につい

て、必要な個所を見極め、施設や設備の延命に向けた

的確な修繕・更新等を行いました。 

【主な修繕・更新内容】 

○リサイクルセンター梱包機修理 

○堆肥化施設脱臭装置機器修繕 

○堆肥化施設屋根修繕 

○パッカー車更新 

〇タイヤショベルの導入 

 

決算額 １６，２２１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 10,300千円 

その他 0千円 

一般 5,921千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (16,221 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

4 
埋立てごみの減容を推進し

ます。 

埋立てごみの破砕処理の実施（最終処分場の延

命化）、外部焼却処理委託の推進 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２５，９９２千円 

主
な
事
業
実
績 

炭にできるごみや炭にできないごみを回収後、再分

別を行い、焼却対象物 800ｔを外部処理したことで埋

め立てごみが減容され、最終処分場を延命化すること

ができました。 
決算額 ２５，９８４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 25,335千円 

一般 649千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (25,984 千円) 

 

 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

5 

広域組合加入による共同処

理により、安定したごみ処理

体制を構築します。 

広域組合（道央廃棄物処理組合）での焼却処理

（令和 6年４月施設稼働予定）に向けた施設等

建設 など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，９１１千円 

主
な
事
業
実
績 

道央廃棄物処理組合が設置する焼却処理施設の稼

働（令和 6年 4月稼働予定）に向けて、各事業を実施

しました。 

【組合の主な実績】 

〇廃棄物処理施設建設に係る入札など 

決算額 ５，９１１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,300千円 

その他 0千円 

一般 1,611千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (5,911 千円) 

 
 

 

実 績 

実 績 
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（２）環境・エネルギー  
 

 

 

 
 
 
 

施策① 地域環境美化の推進 

● 全町的な環境美化の推進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

6 

町内会・自治会などによる、

地域環境美化の運動を支援

します。 

年２回（春・秋）の全町一斉清掃の実施、町

内会・自治会などの地域清掃活動（児童公園

など）に対するボランティア袋の提供 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ４７６千円 

主
な
事
業
実
績 

春と秋の年 2回、町内会・自治会などの協力のもと、

全町一斉清掃を実施し、地域の環境美化活動を行いま

した。 

また、町内会・自治会などの地域清掃活動（児童公

園や河川など）に対してボランティア用ごみ袋の提供

を行い、地域環境美化活動の支援を行いました。 

決算額 ４７３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 473千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_01 (473 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

◆地球温暖化対策に関する実行計画（事務事業編・区域施策編）の策定による温室効果 

ガスの発生抑制と、再生可能エネルギー導入による環境にやさしいまちづくりの推進 

が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 地球温暖化対策の推進 

● 地球温暖化防止のための温室効果ガスの発生抑制 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

7 

温室効果ガス排出削減など

に向けた、地球温暖化対策

実行計画を策定します。 

栗山町役場の対策を定める実行計画（事務事

業編）と、町内全域の取り組みを定める実行

計画（区域施策編）を策定 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定に向

け調査（情報収集等）を実施しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

施策③ 再生可能エネルギー活用の推進 

● 再生可能エネルギー導入による環境にやさしいまちづくりの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

8 

環境にやさしい循環型社会

への貢献を目指す企業を支

援します。 

太陽光・バイオマス・雪氷冷熱などの再生可

能エネルギーを導入する町内事業者を支援

（導入費用の一部を助成） 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ９９０千円 

主
な
事
業
実
績 

自家消費向け再生可能エネルギーシステム等の設

備導入費や、システム等を導入し、新たな事業展開に

よって経営の拡大を図ろうとする事業者に対して、

事業経費の一部を補助しました。 

【補助概要】 

○対象者：町内中小企業者、農業者等 

○補助率：対象経費の 1/3（限度額 100万円） 

○実 績：1件 990千円 

決算額 ９９０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 990千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (990 千円) 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

9 

公共施設などの再生可能エ

ネルギー導入を推進しま

す。 

住宅（家庭）用太陽光発電設備の導入を助成、

木質バイオマス、小水力発電などの再生可能

エネルギー活用に向けた調査検討 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２１０千円 

主
な
事
業
実
績 

再生可能エネルギー導入を推進するために、住宅

用太陽光発電システム設置費の補助を継続実施しま

した。 

【事業概要】 

○住宅用太陽光発電システム設置費補助 

 1件設置 210千円 

決算額 ２１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 160千円 

一般 50千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_04 (210 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（３）防  災  
 

 

 

 

 

施策① 地域防災活動の推進 

● 地域組織を活かした災害時における協力体制の確立 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

10 

自主防災組織の設置によ

り、地域防災活動を推進し

ます。 

まちづくり協議会などによる自主防災組織

の設置支援（助成制度創設）・育成、防災マス

ター（地域リーダー）の養成 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ５０千円 

主
な
事
業
実
績 

地域の防災リーダーを育成するため、北海道が行う

「北海道地域防災マスター認定研修会」に 4人が受講

しました。 

また、自主防災組織については新たな設立はありま

せんでしたが、今後はモデル事業を実施して組織設立

を推進していきます。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (0千円) 

 
 

 

 

 

 

 

     
◆各地域（町内会・自治会等）における自主防災組織設置と活動支援が必要となっています。 

◆栗山市街（北部）地区の備蓄場所（備蓄庫）の確保が必要となっています。 

  ＊南部：南部公民館、中部：旧農業集落排水処理場、北部：役場別館（建物の老朽化） 

◆災害情報の伝達手段（各世帯）の確保が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 行政危機管理体制の整備 

● 災害用物資（食料・資機材・燃料等）の計画的な備蓄 

● 災害時における町民への情報伝達手段の確保 

● 降雨・降雪など気象状況の的確な把握 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

11 

災害用物資の計画的な備蓄

を進めるとともに、備品保

管倉庫を整備します。 

備蓄計画に基づく食料・資機材（毛布・スト

ーブ・投光器など）の確保、家庭備蓄の啓発

など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，２３３千円 

主
な
事
業
実
績 

備蓄食料として、アルファ化米 900食、飲料水 2,700

本、クラッカー900 パック、粉ミルク 80 箱の更新を

行いました。 

北海道胆振東部地震の際に照明機材が不足してい

たことから、投光器を 6台購入しました。 

決算額 ５，１７０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 500千円 

町債 0千円 

その他 4,655千円 

一般 15千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (5,170 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

12 
災害時の電源・燃料確保を

推進します。 

主要避難所に非常用電源設備を整備、電源及

び暖房機器などの燃料確保に向けた供給業

者との災害時協定の締結 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ２９，７００千円 

主
な
事
業
実
績 

指定避難所である総合福祉センターに、非常用電

源設備を整備しました。 

決算額 ２９，７００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 29,700千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (29,700 千円) 
      

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

13 
災害時の情報伝達手段を充

実します。 

デジタル移動系無線の整備、総合行政ネット

ワーク衛星無線回線の更新 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ６９２千円 

主
な
事
業
実
績 

災害時における災害情報の住民周知及び職員、関

係機関との連絡体制を確保するため、スピーカー付

災害用車両 1台、衛星電話 1台、安否確認・一斉通報

システム等を継続運用しました。 
決算額 ６６２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 500千円 

一般 162千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (662 千円) 

     
№ 計画事業 事業概要 担当課 

14 
防災情報システム（気象観

測等）の導入を検討します。 

早期の避難情報提供（降雨や降雪状況の把

握）に向けた仕組みの検討 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

札幌管区気象台や近隣自治体などから、気象観測装

置の設置状況や気象観測方法の聞き取りなどを行い

ました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
                    

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 防災意識の啓発                             

● 町民の防災意識の高揚 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

15 

防災訓練の実施と、町民の

防災知識の啓発を推進しま

す。 

町民・関係機関と連携した総合防災訓練の実

施（年１回）、町職員防災訓練の実施（年１

回）、町広報などでの防災知識の啓発 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ８１千円 

主
な
事
業
実
績 

大雨による土砂災害、河川氾濫を想定した総合防

災訓練を実施しました。 

【主な実施内容】 

〇対象地域 朝日・湯地中央地域まちづくり 

協議会 

〇参加者数 269人 

〇実施場所 朝日ふれあい公園 

地域住民への防災意識を高めるため、町広報に洪

水や台風、地震等の防災記事を掲載しました。 

栗山小学校で「くりっ子防災教室兼 1日防災学校」

を行いました。 

決算額 ３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 36千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (36 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（４）消防・救急  
 

 

 

 

 

 

施策① 消防・救急体制の確保                          

● 消防車両の計画的な更新による消防・救急体制の確保 

● ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の普及・利活用による救命率の向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

16 
消防車両などを計画的に更

新します。 
消防署救助工作車、職員防火衣などの更新 消防署 

 

 

最終予算額 ７８，７１１千円 

主
な
事
業
実
績 

住民の安全・安心の確保、災害対応体制の強化を図

るため、救助工作車及び職員用防火衣（29 着）を更

新しました。 決算額 ７８，７１１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 75,800千円 

その他 2,900千円 

一般 11千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (78,711 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆平成 11 年に導入した消防通信指令装置の経年劣化が進み、更新が必要となっています。 

  ＊通報受理・出動命令・消防団招集等の迅速化、増加する携帯電話からの通報時の位置特定を強化 

◆サイレン吹鳴装置の更新（デジタル化）が必要となっています。 

  ＊現在のアナログ無線設備の使用期限が平成 28 年５月 31 日までとなっている。 

◆引き続き、消防施設・車両等の計画的な改修・更新が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

17 
消防通信指令装置を更新し

ます。 
※前期で終了（事業完了） 消防署 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

18 
ＡＥＤの活用など救急救命

講習を実施します。 

救急救命講習の実施、ＡＥＤの設置拡大に向

けた啓発活動 など 
消防署 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

救急救命講習を 25 回実施し、520 人が受講しまし

た。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 



- 38 - 

 

施策② 消防施設の整備                             

● 消防施設の計画的な更新による消防・救急体制の確保 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

19 
老朽化した消防施設を計画

的に改修・整備します。 
消防待機宿舎の改修 など 消防署 

 

 

最終予算額 ４，６５３千円 

主
な
事
業
実
績 

災害時における町民への災害情報周知や広報活動

のため、消防署屋外拡声放送設備を更新しました。 

決算額 ４，５６８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,500千円 

その他 0千円 

一般 68千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (4,568 千円) 

 

施策③ 消防団の充実・強化                             

● 消防団活動の充実・強化による火災・災害時等の被害軽減 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

20 
消防団施設の更新など、充

実・強化を図ります。 

分団小型動力ポンプ自動車の更新、各分団庁

舎の改修・補修、団員防火衣の更新 など 
消防署 

 

 

最終予算額 ２，０５３千円 

主
な
事
業
実
績 

消火活動時の安全確保のため、消防団員用防火衣

（122着）を更新しました。 

女性消防団員による応急手当の普及や防火活動を

実施しました。 
決算額 ２，０５３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,000千円 

一般 53千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (2,053 千円) 

実 績 

実 績 
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（５）生活安全  
 

 

 

 

 

 

施策① 交通安全対策の推進                   

● 町民一人ひとりの交通安全意識の高揚 

● 危険箇所への警戒標識設置等による交通事故抑止 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

21 
交通安全運動・教育を推進

します。 

各種団体の協力による交通安全運動・キャン
ペーンの実施、幼児・児童生徒などの交通安
全教育の推進 など 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 １，６３０千円 

主
な
事
業
実
績 

交通安全に対する町民一人ひとりの意識を高め、

交通事故抑止を図るため、栗山町交通安全協会をは

じめ関係機関・団体とともに、交通安全運動・教育啓

発活動を実施しました。 

【主な内容】 

○新入学児童交通安全街頭指導等啓発グッズ配布 

○交通安全教室・講習会：15 回・906人 

○各期交通安全運動街頭啓発：22回・556人 

決算額 １，６３０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,630千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_09 (1,630 千円) 

 

 

 

 

 
 

     
◆関係団体との連携による、継続的な交通安全運動・教育の推進が必要となっています。 

◆広域化・悪質化する犯罪（振り込め・還付金詐欺など）に対し、家庭・地域・学校・ 

関係団体との連携を強め、地域ぐるみの防犯活動が必要となっています。 

◆消費者協会と連携を図りながら、継続的な消費者保護・相談事業の推進が必要となって

います。 ＊消費者協会会員の高齢化の現状もあり会員増に向けた取り組みも必要。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

22 
交通安全施設の整備を進め

ます。 
町道への道路警戒標識などの設置 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，０００千円 

主
な
事
業
実
績 

交通事故抑止のため、町道への道路警戒標識等の

整備を行いました。 

【主な内容】 

○路側標識板：4基 

○警戒標識：9基 

○区画線：一式 

決算額 ３，０００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 3,000千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_10 (3,000 千円) 

 
 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

195 

新規 高齢運転免許証保有

者の免許証自主返納を支

援します。 

高齢運転者の免許証自主返納に対し、ハイ

ヤー利用料金または町営バス回数券などを

助成 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２８６千円 

主
な
事
業
実
績 

高齢者の運転免許証返納を支援するため、ハイヤ

ー利用料金または町営バスの回数券、運転経歴証明

証交付手数料を助成しました。 

【主な内容】 

〇ハイヤー利用料金のみ：74人 

〇町営バス回数券のみ：7人 

〇ハイヤー+町営バス：13人 

〇運転経歴証明書交付手数料助成：41人 

決算額 ８９９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 899千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_09 (899 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 地域防犯活動の推進 

● 犯罪の無い安全な地域社会の形成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

23 
地域の防犯・安全運動を推

進します。 

栗山地区防犯協会による地域安全運動、地域

安全講習会、子ども 110番の家事業の支援、 

防犯カメラの設置 など 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ４０１千円 

主
な
事
業
実
績 

犯罪のない明るく安心・安全な地域社会を構築す

るため、栗山地区防犯協会をはじめ関係機関や地域

と連携し、地域の防犯・安全活動を実施しました。 

【主な内容】 

○新入学児童防犯ブザー配布 

○防犯パトロール：3回・34 人 

○スポーツ少年団助成：1団体 

○防犯講習会：5回・134人 

○街頭啓発：3回・41人 

決算額 ４０１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 401千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (401 千円) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

24 
防犯灯（街路灯）の適切な

配置を推進します。 

町内会等による防犯灯（街路灯）設置・修理

費用の助成、電気料の助成、ＬＥＤ化の推進 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，６００千円 

主
な
事
業
実
績 

夜間における犯罪・事故防止、歩行者の安全等、安

心・安全な地域社会構築を図るため、地域団体へ街路

灯設置・修理及び電気料金を助成しました。 

【主な内容】 

○街路灯設置・修理助成：17 団体・35灯 

       （内ＬＥＤ化分：17団体・35灯） 

○電気料金助成：79団体・1,750 灯 

決算額 ４，８５４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,000千円 

その他 600千円 

一般 254千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (4,854 千円) 

 
 

実 績 

実 績 
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施策③ 消費者保護の推進 

● 知識啓発及び相談体制の充実等による消費生活の保護 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

25 

消費生活に関する啓発活動

の支援や相談窓口の充実を

図ります。 

｢消費者まつり｣や啓発事業などを行う栗山

消費者協会の活動を支援（助成）、消費生活相

談員による相談窓口の開設 など 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２９８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山消費者協会が行う消費生活についての意識啓

発や消費者まつり等の活動に対して助成したほか、

消費生活相談員による南空知消費生活相談窓口の運

営を委託し、78件の相談を受けました。 
決算額 １，２９７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 98千円 

町債 0千円 

その他 1,111千円 

一般 88千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (1,297 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 
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（１）学校教育  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

施策① 確かな学力の育成と特別支援教育の充実 

● ＩＣＴ利活用や英語教育の充実などによる特色ある学校教育の推進 

● 指導体制の充実による児童生徒の基礎学力の定着・向上 

● 学習や学校生活に困難さを抱える児童生徒への支援 

● 教職員の指導力発揮に向けた環境整備 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

26 
学校教育におけるＩＣＴの

利活用を推進します。 

常設型ＩＣＴ環境（タブレット端末の更新な

ど）を整備、デジタル教材の導入、利活用の

支援 など 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，１２３千円 

主
な
事
業
実
績 

子ども達にとって「楽しくわかりやすい授業」を目

指して、タブレット端末、電子黒板等のＩＣＴ機器を

活用した授業を実施しました。また、全小中学校のパ

ソコン教室のパソコン及びセキュリティサーバ等を

更新しました。 

決算額 ６，１２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,801千円 

一般 2,321千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (6,122 千円) 

 
 

      
◆地域総ぐるみによる学校教育の創造と、地域の特性を生かした「ふるさと教育」のさら

なる推進が必要となっています。 

◆ＩＣＴ利活用や英語教育など、社会変化に対応した特色ある教育活動の推進が必要となっています。 

◆教育機会の均等を保障する就学援助制度の継続が必要となっています。 

◆各小中学校施設の計画的な改修（栗山中体育館の大規模改修等）が必要となっています。 

◆アレルギー対応等を含めた、衛生管理基準に適合する学校給食センターの建替えの検討

が必要となっています。 

◆少⼦化や介護職離れ等により介護福祉学校への⼊学希望⽣徒が年々減少しており、事業

所と連携した修学資金制度運用など、学⽣確保に向けた対策が必要となっています。 

教  育  Ⅱ 
人々が輝くふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

27 
小中学校の英語教育の質的

向上、充実を図ります。 

小学生専属の英語指導助手配置による英語

教育の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，０６８千円 

主
な
事
業
実
績 

外国人英語指導助手 2 人のうち 1 人はＪＥＴプロ

グラムで任用し、もう 1 人は民間派遣会社から派遣

にて対応しました。両者ともに日本語力の高いＡＬ

Ｔが任用（派遣）されており、中学校のみではなく小

学校でも積極的に活動しました。 

決算額 ５，９２３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,200千円 

その他 300千円 

一般 1,423千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (5,923 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

28 

児童生徒の学力向上に向け

た指導機能の充実を図りま

す。 

教育委員会事務局に学校教育活動の指導・助

言を行う専門職員（１名）を配置、授業力向

上に向けた教職員研修機会の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

児童生徒の学力向上や教員の授業力向上等を図る

ため、学校教育の専門知識を持つ指導主事 1 人を配

置し、各学校の学校経営・教育課程編成等に指導助言

を行いました。また、令和 2年度実施の新学習指導要

領への体制を整備しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 



- 45 - 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

29 
各学年において「全国標準

学力検査」を実施します。 

小学２～６年生・中学校全学年で全校標準学

力検査を実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，１３３千円 

主
な
事
業
実
績 

学力定着の状況を把握し、授業改善や家庭におけ

る生活習慣の改善に繋がる教育指導の充実を図るた

め、小学校 2 年生から中学校 3 年生までを対象とし

た、全国標準学力検査を実施しました。 
決算額 １，０４５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,045千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (1,045 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

30 
特別支援教育を推進しま

す。 

特別支援教育支援員（学習支援員）の配置 

（各学校の実情に合わせて配置） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １６，５１３千円 

主
な
事
業
実
績 

学習や生活に困難さを抱える児童生徒を支援する

ため、特別支援教育支援員を 10人（前年比 1人増）、

臨時看護師を 1 人配置し、一人ひとりに寄り添った

支援を行いました。 

また、特別支援教育推進協議会において、支援員や

学校関係者を対象とした研修会を開催し、質の向上

及び幼児期からの連携を目指した取り組みを実施し

ました。 

決算額 １５，９８３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 679千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,000千円 

一般 12,304千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (15,983 千円) 

 
 
 
 
 
 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

31 
教職員による学校事務（校

務）の負担軽減を図ります。 

臨時職員配置による学校事務などの補助、校務

支援システム（出欠・成績管理、指導要録など）

の利活用による校務の情報化、システム機器の

更新 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １１，０９９千円 

主
な
事
業
実
績 

教職員の校務負担軽減を図り、子どもたちと向き

合える時間を確保できるよう、北海道公立学校校務

支援システムの利活用を促進し、また学校事務補助

職員を 3人配置しました。 
決算額 １０，９５８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 10,958千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (10,958 千円) 

 
 
 

施策② 豊かな心と健やかな身体の育成 

● いじめや不登校などの問題行動の未然防止と早期発見・解決 

● 児童生徒による読書活動の充実 

● 児童生徒の豊かな心と健やかな身体の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

32 
小学生のフッ化物洗口を推

進します。 

各小学校週１回、希望する家庭の児童に低濃

度フッ素でのうがいを実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７９千円 

主
な
事
業
実
績 

子どもたちの虫歯予防として、歯磨き習慣定着に

向けた指導やフッ化物洗口を実施しました。フッ化

物洗口は希望者のみ対象とし、学校で歯科医の指導

の下、各学校約 30回のフッ化物洗口を実施しました。 
決算額 ７８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 78千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (78 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

33 

いじめや不登校などの問題

行動の未然防止と早期解決

を図ります。 

教育相談員の配置（１名）、児童福祉と連携し

た虐待防止、中学校でのスクールカウンセラ

ー活用（月１回北海道から派遣） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １９２千円 

主
な
事
業
実
績 

Ｈｙｐｅｒ－ＱＵテストによりいじめや不登校児

童生徒の実態把握を行いました。 

また、教育相談員 1 人を配置し、不登校における

保護者及び児童生徒の心情に寄り添う教育相談を行

い、学校及び福祉課と連携して支援しました。 

併せて、北海道教育委員会のスクールカウンセラ

ー活用事業により、栗山中学校にスクールカウンセ

ラーを 1人配置しました。 

決算額 １８７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 187千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (187 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

34 
学校の読書環境（図書室）

の充実を図ります。 

栗山町図書館（指定管理者：ＮＰＯ法人くり

やま）との連携強化による学校図書の充実・

活用の推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

豊かな感性を育む読書活動を推進するため、学校

図書室を専門に担当する図書館司書を配置し、学校

図書の整備や先生との連携を強化しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

35 

｢子ども夢づくり基金｣を活

用し、児童生徒のスポーツ・

文化活動を支援します。 

児童生徒のスポーツ・文化活動の支援（全道

大会以上への参加時に対象経費の一部を助

成）、中学生の芸術鑑賞機会の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，３６３千円 

主
な
事
業
実
績 

保護者の経済的負担を軽減し、子どもたちの活躍

の場を広げるため、全国大会等への参加経費の一部

及び地域で実施した子どもたちへの事業に対し助成

しました。 

【主な助成種目】 

チアダンス、バドミントン、野球、サッカー、 

かるた（百人一首）、柔道 

決算額 ９６１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 919千円 

一般 42千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (961 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

36 

｢輝け！栗っ子｣児童生徒表

彰を行い、子どもたちの意

欲を育みます。 

努力賞（学校・社会生活での努力）・奉仕賞（社

会や個人への奉仕活動）・親切賞（親切な行

い）・体育賞・学芸賞の各表彰を実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １０９千円 

主
な
事
業
実
績 

各学校からの受賞対象者の推薦に基づき、児童生

徒の優れた活動等に対し表彰を行いました。 

【表彰者数】 

○体育賞：21人 

○学芸賞：8人 

○努力賞：2人 

○奉仕賞：9人 

決算額 ７０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 70千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (70 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策③ ふるさと総がかりによる教育の推進 

● 子どもの豊かな育ちを支える地域総ぐるみ教育の実現 

● 地域を題材にした学校での「ふるさと教育」の推進 

● 各家庭における経済的負担の軽減 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

37 

コミュニティスクール（学

校運営協議会制度）の導入

を進めます。 

各小中学校に学校運営協議会を設置し、地域

住民・関係者の声を学校経営に反映させた地

域とともにある学校づくりの推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，５６６千円 

主
な
事
業
実
績 

地域とともにある学校・開かれた学校を目指し、全

小中学校にて学校運営協議会を実施し、学校関係者

評価や土曜授業実施に向けた協議を行いました。 

また、学校と保護者、地域とのつながりを大切にし

た土曜授業を全小中学校で実施しました。 

決算額 １，１４４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,144千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (1,144 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

38 
児童生徒の登下校時の安

全・安心を確保します。 

通学路の定期点検（危険箇所把握）と校区安

全マップの作成 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２８千円 

主
な
事
業
実
績 

関係者により通学路合同点検を実施し、危険箇所

の確認を行ったのち、側溝の修理などの対策を実施

しました。 

また、児童生徒に対して、校区安全マップを配布し

ました。 

決算額 ２８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 28千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (28 千円) 

 
 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

39 

ふるさと教育を推進するた

め、栗山らしい副読本を作

成します。 

社会科副読本の作成と利活用（小学校３年生

に配布） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７７４千円 

主
な
事
業
実
績 

ふるさと栗山に対する誇りと愛情を育てる教育を

推進するため、学習指導要領に基づいた社会科副読

本を平成 27年度に作成しており、令和元年度におい

ては増刷し、小学校 3年生に配布しました。 
決算額 ７７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 774千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (774 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

40 
各家庭の経済的負担（教育

費）の軽減を図ります。 

要保護・準要保護児童生徒の就学援助（医療

費・学用品費など）、幼稚園への通園を希望す

る保護者の負担軽減 など 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １７，６３８千円 

主
な
事
業
実
績 

児童生徒の教育活動に係る費用の一部を軽減する

ため、教材費や学校行事経費、中学生部活動費等に対

する学校交付金を交付したほか、低所得家庭に対し

ては、就学に係る費用（学用品費・体育実技用品、修

学旅行費）助成である児童生徒就学援助費を支給し

ました。 

また、幼稚園に通園する保護者に対し、入園料及び

保育料に対する補助を行いました。 

決算額 １５，６５３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 162千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 15,491千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (10,857 千円) 

01_10_02_02 (2,014 千円) 

01_10_03_02 (2,782 千円) 

 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

196 
新規 地域と連携した「キャ

リア教育」を推進します。 

地域、企業、介護福祉学校などと連携した小・

中学校、高等学校におけるキャリア教育の推

進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３９千円 

主
な
事
業
実
績 

全児童生徒に対し、目標をたて、成長を記録し、

振り返るためのキャリアノートを配布しました。 

また、町内の企業、栗山高校、介護福祉学校、小

中学校が連携し、栗山町キャリア教育体験発表会を

開催しました。 

決算額 ３７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 37千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (37 千円) 

 

 

 

施策④ 学校施設・設備などの整備 

● 学校施設の適切な維持、改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

41 
栗山中学校校舎の計画的な

改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

本年度は大きな改修を行っていませんが、老朽化が

進んでいる学校施設の長寿命化を図るため個別施設

計画の策定に着手しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

42 
栗山中学校体育館の計画的

な改修を行います。 

非構造部材の耐震化、長寿命化を図るための

個別施設計画の策定・計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２２，５２４千円 

主
な
事
業
実
績 

体育館の非構造部材の耐震化や照明器具のＬＥＤ

化に係る改修工事を行いました。 

また、老朽化が進んでいる学校施設の長寿命化を図

るため個別施設計画の策定に着手しました。 
決算額 ２２，５２４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 7,583千円 

道費 0千円 

町債 14,900千円 

その他 0千円 

一般 41千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_03_01 (22,524 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

43 
栗山小学校校舎・体育館の

計画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４４，２５５千円 

主
な
事
業
実
績 

受水槽の老朽化に伴う改修工事を行いました。 

老朽化が進んでいる学校施設の長寿命化を図るた

め個別施設計画の策定に着手しました。また、令和 2

年度に実施する温風暖房機改修の国庫補助金の内示

を受けました。 

※予算残の 40,907 千円は、令和 2年度予算へ全額 

 繰り越しました。 

決算額 ３，３４８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 3,348千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_02_01 (3,348 千円) 

 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

44 
角田小学校校舎・体育館の

計画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備、暖房設備改修 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １５，６０６千円 

主
な
事
業
実
績 

温風暖房機の改修工事を行いました。 

また、老朽化が進んでいる学校施設の長寿命化を図

るため個別施設計画の策定に着手しました。 決算額 １５，６０６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 15,600千円 

その他 0千円 

一般 6千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_02_01 (15,606 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

45 
継立小学校校舎・体育館の

計画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２２，９３６千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいる学校施設の長寿命化を図るた

め個別施設計画の策定に着手しました。また、令和 2

年度に実施する温風暖房機改修の国庫補助金の内示

を受けました。 

※予算残の 22,936 千円は、令和 2年度予算へ全額 

 繰り越しました。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_02_01 (0千円) 

 
 
 
 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

46 
教職員住宅（校長・教頭）

を改修します。 
※前期で終了（事業完了） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

施策⑤ 安全・安心な学校給食の提供 

● 食生活への正しい理解と食習慣の形成 

● 学校給食における地産地消の推進 

● 安心・安全な学校給食の提供に向けた環境整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

47 
栄養教諭による食育事業を

実施します。 

学校行事などでの食育講話・料理教室の実

施、児童生徒の発達に合った食育指導の実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０千円 

主
な
事
業
実
績 

栄養教諭が給食時に小中学校を訪問し、食育の授

業を行うとともに、給食時における準備や後片付け

の指導を行いました。「栄養素の役割について」、「清

涼飲料水の糖分について」及び「地産地消について」

などの授業を実施しました。 

また、栗山４Ｈクラブと共催により、栗山小学校と

角田小学校は 6 年生、継立小学校は全児童を対象に

手打ちうどんづくりを実施しました。 

決算額 ２０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 20千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_05 (20 千円) 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

48 
地元・道内産の食材活用を

推進します。 

米・野菜・小麦粉など、地元産を活用した給

食提供を推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町内産食材を可能な限り活用し、町内産で揃えら

れない食材については、道産、国産の食材を積極的に

活用するとともに、給食だよりにて使用食材の情報

を積極的に発信しました。 

また、初めての取り組みとして「栗山産ふるさと給

食（栗山町産食材のみを使った学校給食）」を実施し、

児童生徒及び関係者の地産地消に対する理解を深め

ました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

49 

安全な給食提供のため、備

品・食器などの計画的な更

新を行います。 

計画的な備品・食器などの更新（消毒保管庫、

真空冷却器、カートイン消毒保管庫、スチー

ムコンベクションなど） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２３，６７６千円 

主
な
事
業
実
績 

安全な給食を提供するために、消毒保管庫の導入

のほか、食器や厨房備品を更新しました。 

決算額 ２３，４１９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 21,300千円 

その他 0千円 

一般 2,119千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_05 (23,419 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

50 
学校給食センターの長寿命

化を図ります。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

給食センターは建設から 29年が経過し、設備の老

朽化が進んでいます。施設の長寿命化を図るため個

別施設計画の策定に着手しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

施策⑥ 北海道介護福祉学校の運営 

● 高齢化社会を支える人材の育成 

● 学校施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

51 

優秀な介護福祉士を毎年 80

名輩出し、これからの高齢化社

会を支える人材を創出します。 

２年制専修学校として介護福祉士を養成、学

生確保対策（介護人材確保のネットワーク構

築など）、地域と連携した福祉教育の推進 な

ど 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 １２１，４０６千円 

主
な
事
業
実
績 

平成 31年 4月入学者が 20人（前年比▲16人）と募

集定員を下回ったことから、近年の社会情勢を踏まえ

つつ、学校運営における町財政への影響を減らしてい

くため、1 学年 80 人の定数を令和 3 年度入学生から

40 人とすることを柱とした学校経営改善計画を策定

し、関係条例等の改正を実施しました。 

上記に加え、高校訪問・オープンキャンパス等の学

生募集事業に取り組みましたが、令和 2年 4月の入学

者は 18人（前年比▲2人）となりました。 

令和 2 年 3 月卒業生は 33 人で、うち 32 人が就職

し、1人が進学（大学編入）しました。29期生（平成

30年 3月卒業）から養成校でも義務化となった介護福

祉士国家試験の合格率は 93.9％でした。（全国平均

69.9％、養成校平均は 80.0％） 

決算額 １１９，２７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 7,219千円 

町債 0千円 

その他 32,990千円 

一般 79,065千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

06_01_01_01 (118,022 千円)  

06_02_01_01 (1,215 千円) 

06_02_01_02 (37 千円) 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

52 
介護福祉学校・学生寮の計

画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 ２８０千円 

主
な
事
業
実
績 

校舎は、暖房配管、自動ドア等不良箇所修繕を実施、

学生寮は、厨房蛇口取替、暖房配管、居室クロス等不

良箇所修繕を実施しました。 

学校経営改善計画策定にあたり、平成 30 年度に実

施した公共施設長寿命化対策基礎調査を踏まえ、今後

の大規模修繕を見込んだ中期財政推計と個別施設計

画策定に向けた現状の不具合箇所の目視点検を実施

しました。 

決算額 ２６９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 269千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

06_01_01_01 (269 千円) 

 

施策⑦ 栗山高校の魅力づくり 

● 就業機会の拡大や生徒の資質向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

197 
新規 栗山高校の魅力づく

りを進めます。 

学生確保(学校の魅力づくり）を目的とした

各種支援策の実施 

学校教育課 

学校経営改善室 

 

 

最終予算額 ２，５８２千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山高校生徒の資質向上等を目的に、これまでの

各種資格取得受験料助成制度に加え、今年度新たに

部活動対外派遣費や各種模擬試験受験料の助成、青

少年海外派遣事業「少年ジェット希望の翼」の栗山

高校生徒枠の創設など、より魅力ある学校づくりの

ための支援策を拡充しました。 

また、生徒募集の観点から南空知管内近隣中学校

生徒に対し、各種支援補助金に係るＰＲとともに学

校ＰＲ媒体を配付するなど、積極的な営業活動を実

施しました。 

【支援補助金の活用実績】 

〇部活動対外派遣費補助：7件 297千円 

〇学習支援ソフト使用料補助：132件 515千円 

〇進学模擬試験受験料補助：31件 49千円 

〇資格取得受験料補助：139件 182千円 

〇海外研修補助：2件 796 千円 

決算額 １，８６４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 395千円 

その他 1,421千円 

一般 48千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (1,864 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

198 

新規 栗山高校の未来像を

話し合う町民委員会を設

置します。 

栗山高校の今後のあり方（魅力ある学校づ

くりや生徒確保対策）など、町民委員会で検

討 

学校教育課 

学校経営改善室 

 

 

最終予算額 １８０千円 

主
な
事
業
実
績 

関係機関・団体からの推薦、公募、町長選任委員

の計 20 人により設置した「栗山高等学校の魅力づ

くり委員会」では 3回の会議を開催し、栗山高校を

取り巻く環境や道立高校の出願状況、公立高等学校

配置計画について情報共有と現状把握に努めまし

た。 

令和元年度からアドバイザーを招聘し、全国・道

内の特色ある取組に関する講話や、本町の地域特性

（魅力）を活かした高校づくりに関する提言をいた

だくとともに、栗山中学校生徒と保護者を対象にア

ンケート調査を実施し、ニーズの分析と求められる

高校の在り方に関する調査・研究を行いました。 

決算額 １２４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 124千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (124 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）生涯教育  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 幼児・家庭教育の推進 

● 家庭の教育力向上とより良い家庭環境づくりの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

54 
家庭教育の機能を高める啓

発・支援を行います。 

子どもの望ましい生活習慣確立のための啓

発活動、家庭教育サポート企業との連携推進 

など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

家庭教育サポート企業に対し、栗山町内で行って

いる子ども達への教育について知っていただき、地

域企業として子どもたちに何ができるかを考えてい

ただくために、ふるさと教育交流会への参加を呼び

掛け、9人が参加をしました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

◆青少年育成事業に参加できる子どもが限られており、新たな展開が必要となっています。 

◆高齢者大学の受講生の固定化・高齢化が進んでおり、新たな展開が必要となっています。 

◆図書館と教職員との連携強化により、図書館システムを活用した学校での読書活動の 

充実に向けた取り組みが必要となっています。 

◆町民に親しまれる生涯学習情報の発信（マナビィの発行等）が必要となっています。 

◆老朽化が進む社会教育施設の計画的な改修が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策② 青少年教育の推進                            

● 人間性豊かな青少年の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

55 

自然・社会体験など、青少

年の体験活動の機会を提供

します。 

くりやまキッズクラブ（青少年体験学校）の

実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １３４千円 

主
な
事
業
実
績 

｢ふるさとの価値にふれる（ふるさと学習）｣ 

｢たくましく挑み続ける実践力を育む｣｢地域には

無い外の価値に触れ・視野を広める｣｢一年間を通し

て食と環境について学びを深める｣を目的として町

内の小学 4 年生～中学 3 年生を対象とした、くりや

まキッズクラブを実施しました。 

【主な実施内容】 

○キッズ農園 田植え・イモ植え体験（21人参加） 

○酪農学園大学キャンパス訪問（21人参加） 

○親子で体験！サカナ釣り（18人・親 14人参加） 

○農園収穫祭・きのこ収穫体験（15人参加） 

○脱穀体験（16人参加） 

○もちつきの集い・昔遊び体験（18人親 5人参加） 

○オオムラサキ館で昆虫標本づくり（20人参加） 

決算額 ８０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 80千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (80 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

56 
青少年育成会活動を支援し

ます。 

栗山町青少年育成会事業の支援（子ども会リ

ーダー研修、かるた大会、各地区・単位育成

会の活動支援など） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８８７千円 

主
な
事
業
実
績 

青少年の健全育成と明るく豊かな地域社会を構築

するため、青少年育成会活動を支援しました。 

【青少年育成会の主な活動】 

○リーダー研修会（初級 2回 73人、中級 3回 

45人、上級 2回 19人） 

※新型コロナの影響で第 3回目の初級・上級 

 リーダー研修会が中止 

〇かるた大会への出場 

 栗山大会小学生 5チーム 中学生 2チーム 

上位チーム空知大会と全道大会に出場 

全道（小学生：ベスト 8、中学生：4位（敢闘賞）、 

 ベスト 16） 

○各地区・単位育成会への支援 

  栗山 130千円 角田 130千円 継立 90千円 

 雨煙別 60千円 

決算額 ８７０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 870千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_01 (870 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策③ 成人・高齢者教育の推進 

● 町民への多様な学習機会の提供と地域活動の担い手育成 

● 高齢者による学びの機会と生きがいづくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

57 
町民の多様な学びの機会づ

くりを行います。 

町民講座など町民の学習機会の提供、生涯学

習情報誌「マナビィ」の発行 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２０３千円 

主
な
事
業
実
績 

多様な学習ニーズに対応した講座を開催したほ

か、生涯学習情報誌「マナビィ」の発行によって学習

機会等を周知、報告しました。 

【主な実績】 

〇学習機会の提供：町民講座（7講座：延べ 200人） 

〇学習機会等の情報発信：生涯学習情報誌 

 「マナビィ」の発行（年 12 回） 

決算額 ２０２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 25千円 

一般 177千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (202 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

58 

高齢者が喜びと生きがいを

感じる学びの機会を提供し

ます。 

高齢者大学「いきいきスクール」「いきいき

塾」の実施、定年世代向け（概ね 55歳以上）

町民講座の開催 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２９０千円 

主
な
事
業
実
績 

高齢者大学「いきいきスクール」を実施しました。 

【主な実施内容】 

○開校式・講演会：75人 

○防災教育（消防署を知ろう）：54人 

○バス研修（アイヌ文化を学ぶ）：61人 

○学校祭・講演会：63人 

○秋のバス研修（オリンピックミュージアム他）： 

 58人 

○講演会・閉講式：101人 

○その他：大正琴や書道などのクラブ活動、記念誌 

 発行など 

決算額 ２２４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 224千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (224 千円) 

実 績 

実 績 
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施策④ 図書館活動の推進 

● 町民の心豊かで文化的な暮らしを支える読書活動の普及 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

59 
町民の読書活動を支援しま

す。 

学校図書室との連携を推進、子育てブックス

タート事業の実施、栗山ふるさと文庫事業の

実施 など ＊指定管理者委託事業 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４９，９０５千円 

主
な
事
業
実
績 

ミニくりプロジェクトの実施や、学校図書室を専

門に担当する図書館司書の配置によって教員と連携

を図り、調べ学習や授業支援など、学習に役立つ読書

環境を整備しました。 

また、読書活動の推進に向けた読書環境整備のた

め図書館システムを更新しました。 

決算額 ４９，８６９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,000千円 

一般 48,869千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_04 (49,869 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑤ 社会教育施設の整備 

● 社会教育施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

60 

老朽化した社会教育施設の

改修などを計画的に行いま

す。 

合宿センター・武道場解体、長寿命化を図る

ための個別施設計画の策定・計画に基づく整

備、図書館屋上防水改修、開拓記念館屋上防

水改修 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，７６２千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した社会教育施設の修繕等を行い、計画的

保全のため個別施設計画の策定に着手しました。 

【主な修繕等内容】 

○南部公民館 

 屋外消火設備水中ポンプ交換、消防設備修繕 

○図書館 

 角田・継立分室書架耐震化 

○農村環境改善センター 

 ボイラー循環ポンプ交換、消防設備修繕 

〇カルチャープラザ 

 エレベーター機能維持装置交換、事務所音響 

 設備、消防設備修繕等 

決算額 ２，５９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 97千円 

一般 2,497千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_03 (933 千円) 

01_10_04_06 (391 千円) 

01_10_04_09 (1,270 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑥ ふるさと教育の推進 

● 学校・家庭・地域が一体となった「ふるさと教育」の推進 

● 町民のふるさとへの愛着・誇り、地域や人と関わり合う力の醸成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

61 
地域総ぐるみで「ふるさと

教育」を推進します。 

地域教育協議会事業（ふるさと教育交流会な

ど）の実施、学校支援活動の実施、普及啓発

活動 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０６千円 

主
な
事
業
実
績 

主にふるさと教育交流会開催に向けて地域教育協

議会を 5回開催し、「ふるさとは栗山です」を合言葉

に栗山町の教育を考え理解を深める場としてふるさ

と教育交流会を実施しました。 

【ふるさと教育交流会の内容】 

〇土曜授業の取り組みの実践発表 

〇意見交換会 

決算額 ３０６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 78千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 228千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_01 (306 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（３）自然環境教育  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 自然環境の保全・再生 

● 身近な自然・里山環境の保全・再生と教育環境づくり 

● 保全・再生運動に対する町民意識の向上と担い手づくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

62 

国蝶オオムラサキの生息環

境を保全・再生し、生態を

公開します。 

オオムラサキ育成・公開（観察飼育舎）、オオ

ムラサキ生息環境の保全・再生、自然繁殖の

推進、オオムラサキ館の管理運営 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １７，９７０千円 

主
な
事
業
実
績 

オオムラサキ館でオオムラサキの飼育・公開を行

い、オオムラサキの生態等の学習機会を提供したほ

か、角田小学校・継立小学校において幼虫の観察飼育

を実施しました。 

また、町内に生息する昆虫や水生生物の生態等の

学習機会を提供しました。 

【来館者数】 

○オオムラサキ館：22,719 人 

決算額 １７，４６９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,006千円 

一般 13,463千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (17,469 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆ハサンベツ里山計画実行委員会など関係団体の高齢化が進み、新たな担い手づくりが 

課題となっています。また、オオムラサキの森づくり、ハサンベツ里山づくりなどの継

続性の確保が必要となっています。 

＊子どもの体験教育を継続するためには、自然環境の維持・保全が必要 

◆今後の自然教育の方向性や取り組みをまとめた、中長期計画の策定が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

63 
ハサンベツ地区の里山環境

を保全・再生します。 

里山環境の保全・整備、里山計画実行委員会

など関係団体の活動支援、新たな担い手発掘・

育成支援、地区内の民有地購入の検討 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７，７２９千円 

主
な
事
業
実
績 

ハサンベツ里山計画実行委員会への活動を支援

し、有志による整備作業等により、里山の自然体験フ

ィールドを保全しました。 

また、夕張川自然再生協議会への活動を支援し、夕

張川支流の環境を整備しました。 

【主な整備実施状況】 

○ハサンベツ里山 

・ハサンベツの日 7回（5～11月第 2日曜日） 

・用地の購入 

○夕張川支流 

・河川清掃、サケの稚魚放流 

決算額 ７，５４３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 7,543千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (7,543 千円) 
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64 

自然・里山環境の保全・再生

に係る町の方針を宣言し、人

と自然との共生を推進しま

す。 

｢（仮称）人と自然が共生するまちづくり宣

言｣の実施、記念事業の開催、自然教育中長期

計画の策定、担い手・人材確保 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４２千円 

主
な
事
業
実
績 

「（仮称）人と自然が共生するまちづくり宣言」に

向けた自然環境保全中長期計画は事務局での骨子・

素案の検討に留まり、策定に至りませんでした。 決算額 ２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (2 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② ふるさと自然体験教育の推進 

● 児童生徒等の豊かな感性、たくましく成長する力などを育む自然体験教育の推進 

● ｢雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウス｣の拠点活用と適正な維持管理 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

65 

「ふるさと自然体験教育」の

推進と、拠点施設「雨煙別小

学校 コカ･コーラ環境ハウ

ス」の利活用を図ります。 

自然体験プログラム指導者の確保、プログラ

ム集・指導事例集作成、町内児童生徒の体験

学習支援、ボランティア養成 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２３，６８９千円 

主
な
事
業
実
績 

町内の児童・生徒へのふるさと自然体験プログラム

の提供、指導者の育成を行ったほか、雨煙別小学校 コ

カ・コーラ環境ハウスの利活用のため利用者向けの自

然体験プログラム集等を作成しました。 

【主な実績】 

○町内児童生徒自然体験プログラム利用：3,949 人 

○ふるさと自然体験プログラム集発行 

○ふるさとカレンダー発行：400部発行 

○川の指導者養成講座：1回開催 

決算額 ２３，４１４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,000千円 

一般 20,414千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (23,414 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

66 

教育効果向上のため、観察

飼育舎とふれあいプラザの

機能統合を図ります。 

ファーブルの森観察飼育舎の跡地整備（網舎

鉄骨除去、バタフライガーデン整備、行幸啓

記念碑整備） など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７，２８５千円 

主
な
事
業
実
績 

ファーブルの森観察飼育舎跡地整備として、飼育舎

構造物等を撤去しました。 

決算額 ７，２４５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,000千円 

その他 0千円 

一般 3,245千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (7,245 千円) 

実 績 

実 績 



- 69 - 

 

（４）スポーツ  
 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 生涯スポーツの推進 

● 年齢や技術等の段階に応じた生涯スポーツの環境づくり 

● 大学等の合宿誘致による交流人口拡大と地域スポーツ団体の競技力向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

67 

年齢や技術・技能の段階に

応じた生涯スポーツを推進

します。 

体育イベント（歩けあるけ運動など）・体育大

会（ソフトボール・ミニバレーなど）の開催、

スポーツ少年団本部の支援、総合型地域スポ

ーツクラブへの事業委託 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４，０３２千円 

主
な
事
業
実
績 

体育イベント（歩けあるけ運動など）・体育大会（ソ

フトボール・ミニバレーなど）の開催、スポーツ少年団

本部の支援、総合型地域スポーツクラブへの事業委託

などを実施しました。 

【主な実績】 

〇体育イベント 

・歩けあるけ運動：60人 ・ウォークラリー：78人 

・スイミングフェス：58人 

・レクリエーションの集い：65人 

〇各団体への支援 

・体育協会（970千円） 

・スポーツ少年団本部（554千円） 

〇総合型地域スポーツクラブ 

・フィットネス：92人 

決算額 ３，９２０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 3,920千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_01 (3,920 千円) 

 

 

 

 

 

   
 

◆総合型地域スポーツクラブと町事業との連携による、効果的な事業展開が必要となって

います。 

◆スポーツ行事の参加者が減少傾向にあり、また、少子化に伴い、種目によっては少年団

活動が縮小傾向にあるため、スポーツ団体の育成が必要となっています。 

◆老朽化した体育施設の修繕が多発しており、計画的な維持・補修が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

68 
スポーツ合宿などの受入体

制を整備します。 
大学などのスポーツ合宿誘致 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

合宿や大会などの受入を積極的に行いました。 

【主な受け入れ実績】 

〇野球 7 団体 19 日間 延 480 人 町民球場・公

園球場 

〇スポーツセンター（バドミントン・バレー・ 

 バスケット等）延 1,500人 

〇ふじスポーツ広場（サッカー）延 180人 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策② スポーツ施設の整備 

● スポーツ施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

69 

老朽化した社会体育施設の

改修などを計画的に行いま

す。 

スポーツセンターのトレーニングルーム機器

更新・バスケットゴール更新、栗夢広場のフ

ェンス修繕、栗山水泳プールのプールサイド

修繕、長寿命化を図るための個別施設計画の

策定・計画に基づく整備 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １９，５０２千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山プールのプールサイド改修、スポーツセンター

トイレ洋式化、町民球場スピーカー修繕、栗山ダムパ

ークゴルフコース改修、など 8 件の修繕等を実施しま

した。また、老朽化が進んでいる社会体育施設の長寿

命化を図るため個別施設計画の策定に着手しました。 

決算額 １９，４３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 8,500千円 

その他 0千円 

一般 10,936千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_02 (9,571 千円) 

01_10_05_03 (9,865 千円) 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

70 
ふじスポーツ広場の大規模

な改修を検討します。 

※前期で終了（計画事業 69の個別施設計画に

基づく長寿命化で対応） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

71 
栗山町スキー場の今後のあ

り方を検討します。 

スキー場の今後のあり方の検討、検討結果を踏

まえた方針の決定 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町民説明会や関係団体との話し合い等の結果を経

て、スキー場廃止を決定しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（５）芸術・文化  
 

 

 

 

 

 

 

施策① 芸術・文化活動の推進 

● 優れた芸術・音楽鑑賞機会の提供 

● 文化団体の育成と町民による芸術・文化活動の推進 

● 町内で創作活動を行う芸術家への支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

72 

町民が芸術文化に親しむこ

とのできる環境づくりを推

進します。 

小学校での演劇鑑賞事業、美術展など芸術鑑

賞事業、札響ひなまつりコンサートなどの音

楽鑑賞事業の実施、文化振興基金活用事業の

実施 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，０８０千円 

主
な
事
業
実
績 

カルチャープラザ運営実行委員会や、室内楽コンサ

ート実行委員会への支援等により、芸術鑑賞の機会を

提供しました。また、文化振興基金補助金の活用によ

り町民の自主的な文化活動を支援しました。 

【主な事業内容】  

○演劇鑑賞事業：550人 

〇美術展等鑑賞事業：289人 

○札響ひなまつりコンサート：中止 

〇室内楽コンサート：70人 

○カルチャープラザ運営実行委員会主催 

 コンサート：421人 

〇文化振興基金補助金：芸術家支援 3件、 

                    地域文化振興事業 7件 

決算額 ３，５９１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 885千円 

一般 2,706千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (3,591 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

     

◆文化連盟加盟団体の減少と会員の高齢化が進み、各文化祭への参加者層も高齢化・固定

化傾向にあるため、現役世代の参加のきっかけとなる取り組みが必要となっています。 

   ＊各文化団体・活動の後継者育成が今後の課題 

◆小林酒造などの歴史的な建造物の保全・活用に向けた制度の構築が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

73 
町民や文化団体による芸

術・文化活動を支援します。 

芸術祭・音楽祭の開催支援、芸能祭・菊花展

など栗山町文化連盟事業の支援 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３１０千円 

主
な
事
業
実
績 

芸術祭実行委員会、音楽祭実行委員会の活動を支援

し、くりやま芸術祭、くりやま音楽祭を開催したほか、

栗山町文化連盟の活動を支援し、芸能祭・菊花展を開

催しました。 
決算額 ３１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 310千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (310 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

74 
芸術創造のまちづくりを推

進します。 

芸術家による工房新築・改築の支援（奨励金）、

個展開催支援（奨励金）、あさひ工房での工房

体験教室の実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４１千円 

主
な
事
業
実
績 

創作活動施設であるあさひ工房にて、デジタル工作

教室（28人）を開催しましたが、3月実施予定分は新

型コロナウイルス感染症対策により中止しました。 

 
決算額 ３５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 35千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (35 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 文化財保護・活用の推進 

● 文化財及び伝統文化に対する町民理解・意識の高揚 

● 歴史的文化財の保護・活用 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

75 
ふるさと栗山の文化財保

護・活用を推進します。 

文化財の指定・文化財保護の啓発活動の推

進、栗山町開拓記念館事業の推進、文化財保

存継承補助制度の創設・運用 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２，４９２千円 

主
な
事
業
実
績 

開拓記念館において、収蔵品を活用したテーマ別

の特別展示を 4 回開催したほか、参加型のイベント

により栗山町の歴史や文化の情報を発信しました。 

また、栗山町文化財保護委員会を 3 回開催しまし

た。 

【令和元年度末の状況】 

○開拓記念館収蔵品数：7,475 点 

○町指定文化財：10件 

〇歴史的建造物等保存継承事業補助金： 

 国の登録有形文化財「小林酒造酒蔵群二番蔵」の 

 屋根葺き替え 

決算額 １２，３３９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 5,000千円 

一般 7,339千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (5,071 千円) 

01_10_04_07 (7,268 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

76 

歴史的建造物などの保存・

継承に向けた支援制度を検

討します。 

※前期で終了（計画事業 75に統合） 
社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（６）国際・地域間交流  
 

 

 

 

 

 

施策① 国際交流の推進 

● 国際社会に対応できる青少年の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

77 
少年ジェット派遣事業を行

います。 

町内在住の中高生（８名程度）の海外派遣研

修を実施 

（８泊程度で英語圏への派遣を予定） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，５７３千円 

主
な
事
業
実
績 

外国でのホームステイや体験、交流を通じて国際

感覚を養うとともに、豊かな感性や創造力を備えた

青少年を育成するため、中高生 10 人（栗山高校枠 2

人含む）をオーストラリアに派遣しました。 
決算額 ２，９８８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 2,605千円 

その他 383千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_16 (2,988 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆姉妹都市である宮城県角田市との交流を継続的に推進する必要があります。 

◆児童生徒等の国際感覚を養うため、国際交流の機会づくりを推進する必要があります。 

＊少年ジェット派遣事業は、英語圏以外への派遣について検討が必要 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

199 

新規 介護学生とフィンラ

ンド学生との交換留学を

行います。 

介護学生のフィンランドへの派遣、報告会

の開催、フィンランド学生の受入 

※計画事業 51から分離 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 １，０２５千円 

主
な
事
業
実
績 

平成 9年から実施しているフィンランド学生交流

事業は、今年度で 23回目となり、本校学生を 4人派

遣し、フィンランドより 2人を受け入れしました。

派遣された学生による町民公開報告会は、11 月 28

日に実施し、14人の一般参加がありました。 

一日体験入学での報告会は、3 月に予定していま

したが、新型コロナウイルス感染症の影響により中

止しました。 

決算額 ９４３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 943千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_16 (943 千円) 

 

 

施策② 地域間交流の推進 

● 多様な分野での地域間交流の推進 
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姉妹都市（宮城県角田市）、

被災地などとの青少年交流

事業を行います。 

姉妹都市子ども交歓のつどい、姉妹都市青年

交歓のつどい、英語コミュニケーションスキ

ル研修（福島県川俣町との連携事業）の実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，４００千円 

主
な
事
業
実
績 

姉妹都市である宮城県角田市の派遣団 30人の受入

を行い、交流事業を実施しました。 

青年交流事業については、角田市派遣団の受入事

業を予定していましたが、台風 21号の影響により中

止しました。 

被災地との交流事業として、雨煙別小学校 コカ・

コーラ環境ハウスにて、福島県川俣町と栗山町の中

高生 25 人がイングリッシュキャンプに参加しまし

た。 

決算額 １，３５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,350千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_15 (850千円) 

01_10_04_01 (500 千円) 

実 績 

実 績 
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（１）保  健  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 生活習慣病予防・重症化予防の推進 

● ｢がん｣ 及び生活習慣病予防対策による健康寿命の延伸 
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がんの早期発見・早期治療

を進め、がん死亡率の減少

を目指します。 

啓発活動・健康教育・講座等の実施（一次予

防）、若年者等のがん検診受診勧奨強化・無料

クーポン検診の実施など（二次予防） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，１４２千円 

主
な
事
業
実
績 

がんの知識や予防について、広報記事掲載や健康

教育で、普及啓発に取り組みました。がん検診は、女

性限定日や日曜日開催等受けやすい検診体制を継続

し、2,892 件の利用（5つのがん検診項目の総件数）

がありました。 

胃がん予防の目的で、中学 2年生（3年生の一部を

含む）を対象にピロリ菌検査を実施し、96 人が検査

を受けました。また、検査及び除菌治療費の全額を助

成しました。 

決算額 ９，７５４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 174千円 

道費 1,294千円 

町債 0千円 

その他 3,631千円 

一般 4,655千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (4,816 千円) 

02_05_02_01 (4,938 千円) 

 

 

 

 

     
◆特定健診・各種がん検診の受診率向上対策、健（検）診受診に対する町民意識の醸成が

必要となっています。 

＊特定健診受診率  近隣町 58.3％ ： 栗山町 23.7％ 

＊がん検診受診率  近隣町 38.5％ ： 栗山町 14.2％ 

◆健康づくり推進協議会等と連携し、地域全体の健康づくりの意識・環境を高める取り組

みが必要となっています。 

 

医療･保健･福祉  Ⅲ 
健幸に暮らせるふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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脳血管疾患・循環器疾患・

糖尿病などの予防を推進し

ます。 

啓発活動・健康教育・講座等の実施（一次予

防）、特定健診と保健指導、若年者受診勧奨強

化、脳検診対象拡大など（二次予防） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２０，８１９千円 

主
な
事
業
実
績 

生活習慣病予防や脳血管疾患の早期発見を目的と

した各種健康診断を実施しました。 

【主な健診内容と受診者数】 

〇栗山町国保被保険者対象の特定健診：742人 

〇若年者を対象とした 29歳 34 歳無料健診：34人 

〇75歳以上を対象としたいきいき健診：132人 

〇脳検診・脳ドック：263人 

決算額 １９，９８５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 11,458千円 

町債 0千円 

その他 2,370千円 

一般 6,157千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (5,662 千円) 

02_05_01_01 (14,323 千円) 

 

 

施策② 生活習慣改善活動の推進 

● 生活習慣病予防につながる適切な生活習慣形成の推進 

● 口腔機能の維持と歯の喪失防止 
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バランスのとれた食生活や

運動習慣の習得など、より良

い生活習慣への改善を推進

します。 

食生活改善の啓発・栄養・食に関する教育な

ど（食の健康推進）、運動習慣の習得や禁煙・

適正飲酒など生活習慣改善の推進 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ３４９千円 

主
な
事
業
実
績 

地域や団体からの依頼に合わせて、運動や健康チェ

ック（血圧測定の勧め）等の健康教育を実施しました。 

また、高血圧対策である「減塩」や「薬」をテーマ

に、食事の工夫や内服薬について、日頃の生活習慣を

振り返られるように支援しました。 

決算額 ２６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 70千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 190千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (260 千円) 

実 績 

実 績 
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乳幼児「う歯」予防、成人･高齢

者の歯周病予防など、口腔の健

康づくりを推進します。 

子どもの｢う歯｣予防の推進（健診・フッ化物

洗口など）、成人・高齢者の歯の歯周病予防、

よい歯コンクール事業の実施 など 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，３７３千円 

主
な
事
業
実
績 

口腔の健康づくりのため、妊娠期から乳幼児期の歯

科健診、4 歳児 5 歳児を対象としたフッ化物洗口を実

施しました。また、口腔ケアに対する意識の向上を図

るため、「栗っ子よい歯の表彰式」を行い、8人を表彰

しました。 

成人・高齢者を対象として、40 歳以上の節目年齢の

方を対象に「成人高齢者歯科健診」を実施し、110 人

が受診しました。 

決算額 ２，００６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 254千円 

町債 0千円 

その他 1,161千円 

一般 591千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (2,006 千円) 

 

施策③ 健康を守る地域環境づくり 

● 妊娠前から乳幼児・学童期までの親子の健康づくり 

● こころの健康を支える地域環境づくり 

● 町民が主体的にかつ連帯して取り組む健康づくり運動の推進 
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妊娠前から乳幼児期の健や

かな発達・発育を支援し、次

世代の健康を支えます。 

特定不妊治療助成、妊婦保健指導、妊産婦安

心出産支援事業（妊産婦タクシー・交通費助

成など）、家庭訪問等の育児支援、学童期の生

活習慣形成、任意予防接種費助成の実施 な

ど 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ８，６９２千円 

主
な
事
業
実
績 

妊娠期から幼児期に至るまで、子育て支援施策と

連携し、母子手帳の交付（妊婦保健指導）、特定不妊

治療の費用助成、生後 1 か月健診の費用助成、乳幼

児健診などの母子保健事業を実施しました。 

※予算残の 1,485 千円は、令和 2年度予算へ全額 

 繰り越しました。 

決算額 ７，２０７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 7,207千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (7,207 千円) 

実 績 

実 績 
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84 

ストレス要因の軽減や早期

発見・支援など、こころの

健康づくりを推進します。 

啓発活動（一次予防）、自殺対策・産後うつ対

策など（二次予防）、ハイリスク者等の専門個

別支援（三次予防） など 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２８２千円 

主
な
事
業
実
績 

インターネットやスマートフォンで簡便に健康チ

ェックができる、メンタルヘルスシステム「こころの

体温計」を継続運用しました。 

こころの健康づくり講座を町民を対象に 1 回開催

しました。 

また、悩みを抱えている方をサポートできる人材

養成を目的とした講座を、民生委員を対象に 1 回開

催しました。 

決算額 ２４７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 96千円 

町債 0千円 

その他 32千円 

一般 119千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (247 千円) 
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地域や団体の健康づくり活

動を支援し、健康を支え守

る環境を整備します。 

健康づくり推進協議会の活動支援、「健康寿

命延伸のまちづくり宣言」関連事業の実施 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ６１０千円 

主
な
事
業
実
績 

町民主体で健康づくり活動を行っている「健康づ

くり推進協議会」の活動支援として、モニター事業

（健足くらぶ）を協働で実施しました。 

また、健康な足の作り方を学び、ウォーキングの実

践・歩数測定から「歩きたくなる・歩いてしまうまち

づくり」について検討しました。 

健康マイレージ事業は、努力した行動にポイント

を付与する努力型ポイントについて検討し、令和 2年

度より現行のマイレージ事業の拡大につなげること

ができました。 

決算額 ６１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 610千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (610 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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健康づくりに係る町の方針

を宣言し、町民・関係団体

と協働した健康寿命延伸を

目指します。 

※前期で終了（計画事業 85に統合） 
住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

施策④ 健幸のまちモデルの構築 

● 健康で生きがいある暮らしができるまちづくりモデルの構築 
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健康で生きがいをもてる新

しい都市モデルの調査研究

を進めます。 

スマート・ウェルネス・シティ（健幸都市）

首長研究会、日本健幸都市連合への参加、庁

内プロジェクト検討チームの設置・調査研究

（先進事例等）、スマート・ウェルネス整備事

業（新町地区に健康器具を設置） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ３４８千円 

主
な
事
業
実
績 

スマート・ウェルネス・シティ首長研究会に参加

し、先進事例を学ぶとともに参加市町村や関係者と

情報交換を行いました。 

また、庁内関係各課で構成するスマート・ウェルネ

ス・シティ庁内研究会を開催し、「栗山町健幸のまち

づくり計画」を策定しました。 

決算額 ３４７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 347千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_01 (347 千円) 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（２）地域医療  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 医療水準の維持・確保 

● 町民の安心な暮らしを守る医療供給体制の確保 
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地域に必要な医療水準の維

持に努めます。 

赤十字病院の医師確保を助成（循環器科・泌尿

器科・耳鼻科・皮膚科等）、医療関係者などに

よる地域医療対策委員会の開催、地域医療環境

整備基本構想・計画の策定 など 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ３５，３５９千円 

主
な
事
業
実
績 

町内にない診療科（循環器科・泌尿器科・耳鼻科・

皮膚科・精神科・透析）の確保や、町内にあるが、日

赤病院においても一部確保が必要な診療（整形外科）

体制を構築するために日赤病院に対して助成を行い

ました。 

また、地域医療対策の推進を図ることを目的とした

「栗山町地域医療対策委員会」の開催、本町唯一の病

院である栗山赤十字病院の老朽化や耐震問題により、

早期に改築等を含めた病院整備について検討する「栗

山赤十字病院改築等検討委員会」を開催しました。 

決算額 ３５，１２８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,250千円 

一般 30,878千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (35,128 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
◆高齢化の進展により病床数には限度があるため、入院中心の医療から、在宅療養をはじ

めとする医療と介護が連携したサービス体制の構築が必要となっています。 

＊医療と介護の相互理解・連携の推進が必要 

◆深刻な医師不足により日赤病院の医師確保が困難な状況にあります。また、施設の老朽 

化（築 33 年）が進んでいる状況もあり、地域の医療水準のあり方と医師確保の問題の 

具体的な検討が必要となっています。 

＊日赤病院の中核医療機関としての役割、病院施設のあり方について検討が必要 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 在宅医療提供体制の推進 

● 医療と介護の一体的な提供などによる在宅療養生活の支援 
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89 
在宅療養生活を支える医療

供給体制等を推進します。 

訪問看護事業の推進、地域医療対策委員会に

よる推進策の検討、医療機関等の在宅医療参

入への支援制度の検討、町民による在宅医療

サービス等の利用促進制度の検討 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ７００千円 

主
な
事
業
実
績 

一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団への会員

となることで、長沼地域訪問看護ステーションによ

る訪問看護事業の利用が可能となり、282 人、1,284

回の利用実績がありました。 

決算額 ７００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 700千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (700 千円) 

 

施策③ 救急医療体制の維持・確保 

● 町民の安心な暮らしを守る救急医療体制の維持・確保 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

90 

初期救急医療の確保に努め

るとともに、二次救急病院

への支援をします。 

赤十字病院による夜間・休日救急医療への助

成、適切な救急医療受診に関する町民啓発、

看護師等による 24 時間電話救急医療相談窓

口（札幌市事業）の利用 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ６１，７５０千円 

主
な
事
業
実
績 

初期及び二次救急医療に対応可能な体制確保を推

進するために、栗山赤十字病院に対し助成を行いまし

た。 

また、町民の安心確保及び救急医療の適正化を図る

ため、町内において、救急車を呼ぶかどうか迷った際

に年中無休 24 時間、看護師に電話による救急医療相

談ができるサービス「救急安心センターさっぽろ」に

参加しました。 

○相談件数：94件 

決算額 ５８，８５６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 5,000千円 

一般 53,856千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (58,856 千円) 

実 績 

実 績 
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（３）児童福祉  
 

 

 

 

 
 

施策① 子育て家庭への支援 

● 妊娠・出産・育児の切れ目のない子育て支援の充実 

● 子育て家庭の経済的な負担軽減 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

91 
妊娠・出産・子育てに関す

る、相談機能を充実します。 

ファイナンシャルプランナーを活用した生

活支援（出前講座、個別相談会） など 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２３０千円 

主
な
事
業
実
績 

若者・子育て世代が抱える将来の経済面の不安を

解消するため、ファイナンシャルプランナーによる

出前講座、家計の問題に対する個別相談の実施や、広

報紙面による情報提供を行いました。 

【実績内容】 

〇出前講座：1回、33人参加 

（新型コロナウイルス感染予防で 

  中止 1回） 

〇広報掲載：6回 

決算額 ６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 60千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (60 千円) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

◆就労形態、急な用事など、家庭の状況に応じたきめ細かい子育て支援が求められています。 

◆少子化、核家族化が進む中、子育ては地域社会全体で支える必要があります。 

◆幼児期の子育て支援を充実するために、施設等の環境整備が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

92 
子ども医療費を助成しま

す。 

高校３年生までの医療費を助成（町外医療機

関での受診は入院のみ、ただし未就学児は町

外通院も助成対象） 

住民保健課 

国保Ｇ 

 

 

最終予算額 ２７，２６８千円 

主
な
事
業
実
績 

子育て家庭への経済的負担を軽減し、子育てのし

やすい環境づくりを推進するため、高校 3 年生まで

子どもへの医療費を助成しました（平成 27年 4月か

ら、対象年齢を高校 3年生までに拡大）。 

○対象者数：1,292人（平成 30年度 1,336 人) 

決算額 ２５，９４１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 5,240千円 

町債 18,500千円 

その他 1,000千円 

一般 1,201千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (25,941 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

93 

子育て家庭の支援や、子育

てしやすい環境の充実を図

ります。 

「子ども健やか育み宣言」に基づく各種支援

事業の実施（子育てサロン・相談事業、子育

てサポート事業など）、子育て応援券支給事

業、育児応援企業への奨励金制度の創設、子

育て支援センターの運営・長寿命化を図るた

めの個別施設計画の策定・計画に基づく整備 

など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １３，０６４千円 

主
な
事
業
実
績 

【主な事業実績】  

〇移動子育てサロンを、角田地区・継立地区で開催 

  し、計 13回、76組 170 人の参加がありました。 

〇赤ちゃん祝い品を 44人に贈呈しました。 

〇子育て応援券を 58人に支給しました。 

〇ファミリー・サポート・センターは 108人の会  

 員登録があり、延べ 169 回の利用がありました。 

 

また、施設の長寿命化を図るため子育て支援セン

ターの個別施設計画の策定に着手しました。 

決算額 １２，４９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 1,877千円 

道費 1,877千円 

町債 2,000千円 

その他 1,000千円 

一般 5,740千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (7,569 千円) 

01_03_02_03 (4,925 千円) 

 
 
 

実 績 

実 績 
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施策② 子どもの健全育成の推進 

● 子どもの健全な遊びや活動の場づくり 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

94 

児童の健全な遊び・活動の

場と、放課後の居場所づく

りを進めます。 

栗山町児童センターの運営、栗山・角田・継

立地区の放課後児童クラブの運営 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ２４，９２８千円 

主
な
事
業
実
績 

児童センターでは、一般児童の利用、放課後（にじ

のこ）児童クラブの運営等を実施しました。その他、

各地域における放課後児童クラブを設置運営では、

働く家庭の支援と子どもの居場所づくり、遊びの場

づくりを実施しました。 

【実績内容】 

○児童センター利用者数：延 3,075 人 

○放課後児童クラブ利用者数：延 24,829人 

 ・にじのこ児童クラブ（栗山） 16,199 人 

 ・かぜのこ児童クラブ（角田） 3,652人 

 ・どんぐり児童クラブ（継立） 1,992人 

 ・マロンキッズ児童クラブ（栗山） 2,986人 

その他、各児童クラブでは、急な預かりを必要とす

る家庭を支援するための一時預かり事業を実施し、

児童クラブ全体で延 1,334 人の利用により子育て家

庭の支援を実施しました。 

決算額 ２４，４９０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 4,447千円 

道費 4,447千円 

町債 0千円 

その他 8,368千円 

一般 7,228千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_03 (24,490 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策③ 保育・教育の質の向上 

● 関係機関と連携した安心安全な保育・教育環境の充実 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

95 

民間保育園などと連携を図

り、保育・教育の質を高めま

す。 

一時保育・延長保育、新制度による利用者負

担額を勘案した保育料の軽減、病児・病後児

保育事業の調査検討 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １１，４６１千円 

主
な
事
業
実
績 

保育園運営法人と連携し、一時保育（442 件）、延

長保育（457件）を実施しました。 

決算額 １１，０７２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 2,220千円 

道費 2,220千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 6,632千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_02 (11,072 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

194 
認定こども園の施設整備

を支援します。 
※前期で終了（事業完了） 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策④ 要保護児童対策の推進 

● 子育て・養育困難家庭への支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

96 

要保護児童対策の強化を目

指し、効果的な組織体制づ

くりを進めます。 

児童虐待ネットワーク構築、おや？おや？安

心サポートシステムの構築により子育て困難

家庭などを支援 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ４０千円 

主
な
事
業
実
績 

おや？おや？安心サポートシステム研修会は各保

育園、こども園で抱えているケースについて考え、37

人の保育士や保健師、福祉関係者が参加し、複雑化・

多様化しているケースへの支援について考察しまし

た。 

【実績内容】 

〇要保護児童対策地域協議会代表者会議 1回 

〇ケース検討会議 8回 

〇児童相談所送致 2人 

決算額 ４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 40千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (40 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑤ 子ども発達支援の充実 

● 心身の障害等がある子どもの早期発見と適切な支援 

● 心身の障害児・者の健康保持・育成助長と家庭生活の安定・向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

97 

心身に障がいや発達の遅れ

のある子どもを支援しま

す。 

特定相談支援・障がい児相談支援の実施、個

別指導・小集団指導による子ども発達支援、

理学療法士による運動指導の実施 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １，４０６千円 

主
な
事
業
実
績 

個別・集団の療育指導を実施した児童数は、延

1,112 人と、新型コロナウイルス感染症の影響もあり

前年度より 100人ほど減の利用となりました。 

その他、理学療法士による運動指導は延 123 人、

発達相談 26 件、一般開放事業等延 91 人の実績があ

りました。 

決算額 １，２１６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,216千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_03 (1,216 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

98 

心身障がい児の療育サービ

ス利用に係る費用負担の軽

減を図ります。 

児童発達支援および道立子ども総合医療・療

育センター等利用に係る費用の一部を助成 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １，４５４千円 

主
な
事
業
実
績 

発達面で配慮が必要な児童の早期発見と、早期の

適切な療育サービス利用につなげるため、54世帯 65

人の児童の療育サービス（障がい児通所サービス利

用料・交通費、北海道立子ども医療・療育センター等

通院費）に関する費用助成を行いました。 

決算額 １，０７８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 500千円 

一般 578千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (1,078 千円) 

実 績 

実 績 
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施策⑥ 施設・環境整備の推進 

● 安全で利用しやすい施設環境の整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

99 

栗山町子育て支援センター

を移設整備し、機能を充実

します。 

※前期で終了（計画事業 93に統合） 
福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

100 

栗山町児童センターの計画

的な改修・設備更新を行い

ます。 

施設老朽箇所の改修（照明器具 LED 化）、屋

上防水改修、長寿命化を図るための個別施設

計画の策定・計画に基づく整備 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ３８１千円 

主
な
事
業
実
績 

施設の省エネ対策と環境改善のための継続的改修

として、照明器具の一部にＬＥＤ改修を実施しまし

た。 

また、施設の長寿命化を図るため個別施設計画の

策定に着手しました。 

決算額 ３８１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 381千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_03 (381 千円) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（４）高齢者福祉  
 

 

 

 

 

 

施策① 介護予防の推進 

● 高齢者の生活機能維持・向上と改善 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

101 

高齢者が要介護状態にな

らないよう、介護予防事業

を推進します。 

一般介護予防事業（介護予防普及啓発・地

域介護予防活動支援・地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業）、認知症高齢者見守り

事業、認知症総合支援事業の実施 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，３８６千円 

主
な
事
業
実
績 

一般介護予防事業は下記のとおり実施し、新規事

業として、栗山自動車学校の協力を得て、運転技術

に関わる身体・認知機能低下予防の啓発を目的に、

「いきいき安全運転講習会」を 5回、「女性のための

健康講座」を 2回、「男性のための体力づくり講座」

を 2回開催しました。 

また、地域における住民主体の介護予防活動の育

成、支援を行うために「いきいき百歳体操」のサポー

ター養成講座を実施、その結果、6地区と介護保険事

業所 1 か所での「いきいき百歳体操」の実施に繋が

りました。 

【一般介護予防事業の実績】 

〇小集団運動教室：4会場・55 回 

〇生きがいづくり教室：40回 

〇プール運動教室：41回 

〇あたまイキイキ教室：19回 

〇脳の健康教室：栗山会場 25 回 

決算額 ９，９０６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 2,401千円 

道費 1,200千円 

町債 0千円 

その他 5,105千円 

一般 1,200千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

07_03_02_01 (8,852 千円) 

07_03_03_05 (59 千円) 

07_03_03_08 (995千円) 

 

 

 

 

 

 

     
◆介護予防事業の参加者を一層拡大するため、介護予防の重要性を広く周知し、若い世代

も含めた意識啓発が必要となっています。 

◆行政、事業所及び関係機関の連携による高齢者支援のサービス展開が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 地域に密着した高齢者福祉事業の充実 

● 医療・介護の関係機関等と連携した地域包括ケアシステムの構築 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

102 

生活支援を中心とした地域

包括ケアの充実を図りま

す。 

総合事業の実施、医療と介護の連携を含めた

地域包括ケアシステムの構築、高齢者の地

域・在宅生活支援の充実 など 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ６５，５６６千円 

主
な
事
業
実
績 

下記の事業実施のほか、除排雪サービスについて

は高齢者実態調査におけるニーズ調査、除雪ボラン

ティアの募集、除雪事業者にアンケート調査を実施

しました。 

【主な実績】 

○介護保険適用外サービス 

・在宅福祉生活支援事業（除排雪費用助成）：177 人  

・高齢者介護福祉金：75人 

・無年金者生活支援給付金：3 人 

○介護保険適用サービス 

・配食サービス：531人 

○地域包括ケアシステムの構築 

・医療介護マップの作成 

・認知症カフェ（オレンジカフェ）：11回 

決算額 ６３，７９８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 13,775千円 

道費 6,888千円 

町債 2,500千円 

その他 28,298千円 

一般 12,337千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_02 (11,428 千円) 

07_03_01_01 (42,801 千円) 

07_03_03_05 (4,201 千円) 

07_03_03_06 (200 千円) 

07_03_03_07 (5,066 千円) 

07_03_03_09 (102 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

103 

南部地域における高齢者対

策拠点の整備を検討しま

す。 

※前期で終了（計画事業 155に統合） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

104 

南部地域における高齢者対

策拠点の整備を検討しま

す。 

※前期で終了（計画事業 155に統合） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町内介護事業所、介護福祉学校及び町福祉課が連

携し、町独自のヘルパー養成研修を実施（3人修了）

しました。 

また、町内介護事業所従事者対象の「介護従事者技

術研修」において介護福祉学校を会場として専任教

員を講師とした研修会を 2回開催しました。 

【主な実績】 

○ボランティア：9回（延べ 32人） 

○アルバイト：2施設（12人） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（５）地域福祉  
 

 

 

 

 

 
 

施策① 社会参加と地域支え合い活動の推進 

● 高齢者の知識・技能等を活かした社会参加の環境づくり 

● 地域社会における高齢者等の見守り・支え合いの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

105 
高齢者の社会参加と活動の

場づくりを推進します。 

高齢者等居場所づくり事業の推進、熟年人材

センター（ボランティアセンター）など高齢

者の社会参加の推進、シルバー人材センター

（高齢者事業団）の設立推進 

（栗山町社会福祉協議会との連携事業） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 １，３０４千円 

主
な
事
業
実
績 

高齢者等居場所づくり事業として、南部遊歩道の

駅で介護予防・健康増進事業の他、高齢者・障がい者

との交流事業、ボランティアによる地域食堂を 6 回

実施し、年間 4,395 人が利用しました。 

また、栗山地区のふじ団地で年間 799 人、角田地

区角田改善センターでは年間 1,016 人が利用しまし

た。 

決算額 １，１６３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 300千円 

一般 863千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_02 (1,163 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆家族・地域・関係機関等が連携して、災害時支援も想定した地域の支え合いの体制づく

りが必要となっています。 

◆元気な高齢者の生きがいづくり・活動の場の充実が必要となっています。 

◆老々介護と言われる時代になり、家族介護を支える介護者支援が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

106 
地域の見守り・支え合い活

動の充実を図ります。 

生活支援体制の構築・推進、ケアラー支援推

進協議会（条例の制定など）、命のバトン・

ケアラーサポーターなど要援護者支援、ボラ

ンティアの育成、地域見守り事業の充実 な

ど（栗山町社会福祉協議会との連携事業） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，５９６千円 

主
な
事
業
実
績 

社会福祉協議会事業への事業補助を行いました。 

【主な実績】 

○命のバトン配布事業 

・配布数 578本 

○まちなかカフェ事業（サンタの笑顔） 

・来場者数：8,195 人 

・ボランティア協力回数：338 回（6団体） 

〇ケアラーサポート事業 

・スマイルサポーター（ケアラー相談員）2人 

 配置し、相談窓口を設置 

決算額 １０，５９６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 10,500千円 

その他 0千円 

一般 96千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (10,596 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（６）障がい者福祉  
 

 

 

 

 

 

施策① 社会参加・自立支援 

● 障がい者の生活エリアの拡大と経済的負担の軽減 

● 社会参加の推進と自立支援団体の活動支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

107 
障がい者の自立した地域生

活を支援します。 

ハイヤー利用助成、特定疾患通院費等助成、

日中一時支援など、障がい者等の日常生活・

活動をサポート 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ２，５２７千円 

主
な
事
業
実
績 

障がい者の地域生活（在宅等）を支援するため、各

種助成・支援事業を実施しました。 

○福祉ハイヤー利用料金助成：40人 

 （歩行困難者等へのハイヤー券発行） 

○特定疾患患者等通院費等助成：37人 

 （対象者の通院に係る交通費等を支援） 

○日中一時支援：11人 

 （保護者等による介助困難時の一時預かり） 

○手話奉仕員養成講座（入門編）：9人修了 

 （聴覚障がい者とのコミュニケーションの円滑化 

  と障がいに対する理解を深めるための講座を 

  開催） 

○障がい者就労支援通所交通費助成：6人 

 （精神障がい者の通所に係る交通費を支援） 

○その他、緊急通報システム事業（1人）など 

決算額 １，７１４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 158千円 

道費 424千円 

町債 0千円 

その他 17千円 

一般 1,115千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_04 (1,714 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

      
◆対象者のニーズを把握したサービスの展開と周知・ＰＲの徹底が必要となっています。 

◆障がい者の就労意向と受入可能な事業所を確保し、社会参加の拡大に向けた取り組みが

必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

108 

障がい者の社会参画と自立

支援に取り組む団体・事業

者などを支援します。 

地域自立支援協議会など障がい者団体の活動

を支援、ふるさと福祉基金事業による障がい

者団体等の活動支援 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ４，２９７千円 

主
な
事
業
実
績 

障がい者（身体・知的・精神）の社会参加と相互交

流の機会づくりとして「ふれあいレクリエーション」

を実施し、各関係団体より 90 人が参加しました。 

精神障がい者家族会よつば会への事業委託により、

地域住民参加型研修会「こころの研修会」を開催。障

がい当事者及びその家族、一般町民など 30 人が参加

し、精神障がいに対する理解・関心を深め、意識啓発

の機会づくりを行いました。 

栗山町ふるさと福祉基金を財源として、「リーディ

ングサービスとらいあんぐる」他 3事業所に障がい者

支援事業に係る事業費を助成しました。 

決算額 ３，７０５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 80千円 

道費 45千円 

町債 0千円 

その他 3,440千円 

一般 140千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_04 (3,705 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

200 

新規 障がい者への専門的

な相談支援体制の充実を図

ります。 

広域基幹相談支援センター（広域拠点）の設

置による相談支援機能の強化、福祉サービス・

相談支援従事者向け研修 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

障がいに関する総合的・専門的な相談支援体制を広

域連携により整備するための協議を実施しました。 

今後も引き続き関係市町との協議を行い、早期実施

に向けて取り組みます。 
決算額 

０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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（１）農林業  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 担い手の育成 

● 地域の中心的な役割を果たす農業後継者の育成 

● 意欲ある新規就農者の受け入れ支援 

● 農業経営改善などに係る農業者の経済的負担の軽減 

● 地域営農システムの構築 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

109 
農業後継者の育成を図りま

す。 

栗山町農業教育振興会（農業研修）への助成、

栗山町農業振興公社による後継者育成事業

（青年農業賞、未来塾・女性塾等）など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，６５９千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町農業教育振興会による農業青年を対象とし

た道外研修（2人）及び海外研修（3人）の派遣や青

年農業賞の表彰、くりやま農業未来塾（4人）・くり

やま農業女性塾（11人）運営の事業主体である一般

財団法人栗山町農業振興公社への支援（事業負担金

の支出）、栗山４Ｈクラブ活動へ支援しました。 

決算額 ３，６５９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,600千円 

一般 2,059千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_05 (3,659 千円) 

 

 

     
◆地域農業の担い手育成および新規参入者の受入体制の充実が必要となっています。 

◆資源循環型農業の推進、付加価値ある商品開発、グリーン・ツーリズム活動の推進など

が必要となっています。 

◆担い手への農地集積の促進が必要となっています。 

◆生産性の高い農地整備のため、引き続き道営事業などによる農業生産基盤整備が必要と

なっています。 

◆森林の持つ公益的機能を維持・増進するため、計画的な森林整備が必要となっています。 

産  業  Ⅳ 
賑わいと活力あるふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

110 
新規就農者の受け入れを進

めます。 

経営開始直後の青年農業者に対する助成、栗

山町農業振興公社による新規就農支援事業

（相談・研修・助成事業等）、地域おこし協力

隊事業 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ３５，７６８千円 

主
な
事
業
実
績 

新規就農者受け入れの事業主体である、一般財団

法人栗山町農業振興公社への支援（事業負担金の支

出）や、農業次世代人材投資事業・地域おこし協力隊

事業の活用により、5人の就農研修生を受け入れ、4

人が新規就農しました。 

また、経営を開始した新規就農者に対しても、巡

回指導や交流会を開催し、営農面、生活面でもサポ

ートしました。 

決算額 ３５，７６７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 16,875千円 

町債 0千円 

その他 4,900千円 

一般 13,992千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_05 (35,767 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

111 

営農活動の安定化支援と、

集落営農組織の育成を図り

ます。 

農業振興資金貸付け・利子助成、認定農業者

の支援、栗山町農業振興公社による地域営農

支援 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，６２９千円 

主
な
事
業
実
績 

営農活動の安定化支援につなげるため、農業経営

基盤強化資金等の融資を受けた農業者に対し、利子

助成などを行い集落営農組織を育成しました。 

〇認定農業者制度の取り組み：288人 

〇農業経営基盤強化資金利子助成：21件 

〇栗山町農業振興公社運営支援（営農活動支援） 

 2,000千円 

決算額 ２，６０２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 301千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,301千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (2,602 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 生産性の高い農業・農地整備の推進 

● 生産性向上や経営改善に向けた取り組みへの支援 

● 農地の遊休化防止と担い手への円滑な流動化の推進 

● 土地改良事業等による農業基盤の整備 

● 農村地域の環境保全と多面的機能の発揮 

● エゾシカ等による農産物の食害防止 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

112 

栗山の特性を生かした良質

な農産物の生産を推進しま

す。 

安全安心・良質な農産物生産活動を支援、農

村環境保全に効果の高い営農活動を支援、農

業用機械・施設整備の支援、ＩＣＴ技術導入

の推進・利活用検証等 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １４７，１５３千円 

主
な
事
業
実
績 

農業における地球温暖化防止及び生物多様性の保

全を図るため、化学肥料及び化学合成農薬の低減と

併せて地球温暖化防止効果の高い営農活動に対し環

境保全型農業直接支援事業により支援しました。 

また、経営体育成支援事業・畑作構造転換事業を

活用し、担い手に対する農業機械、施設導入、省力化

の推進を図るための ICT 技術の導入に対する支援を

行いました。 

【主な実績】 

○環境保全型農業直接支援事業： 

 10経営体・53.01ha 

○被災農業者向け経営体育成支援事業：123経営体 

○担い手確保事業：3経営体 

○地域づくり交付金事業：1経営体 

○畑作構造転換事業：4組織 

○ICT支援：3経営体 

※予算残の内 30,000千円は、令和 2年度予算へ 

 繰り越しました。 

決算額 １０７，６３１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 96,565千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 11,066千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (107,631 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 
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農地の円滑な流動化の推進

と、優良農地の確保を図り

ます。 

栗山町農業振興公社による農地流動化の推

進、農地利用集積の円滑化、規模拡大支援、

農地の中間保有 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １，０００千円 

主
な
事
業
実
績 

農地の遊休化防止と担い手農業者への農地集積を

促進するとともに、生産性及び経営効率の向上を図

るため、一般財団法人栗山町農業振興公社による農

地利用意向調査事業等の農地流動化事業への支援及

び、全国統一の農地情報システムの導入に対し支援

を行いました。 

決算額 １，０００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,000千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (1,000 千円) 
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114 

国営事業などによる計画的

な基盤整備と、施設の維持

管理を行います。 

国営道央かんがい排水事業償還負担、国営造

成施設（農業用施設）の適切な維持管理 な

ど 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２５，５７７千円 

主
な
事
業
実
績 

○国営造成施設管理体制整備促進事業 

 栗山地区、由仁地区、北海地区において、適正な土

地改良施設の維持管理を実施しました。 

○国営道央かんがい排水事業及び国営道央用水（三

期）地区かんがい排水事業 

平成 30 年度事業完了分に係る負担金を償還しま

した。 

決算額 ２５，５０４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 14,112千円 

町債 8,000千円 

その他 2千円 

一般 3,390千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_04 (25,504 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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115 

道営事業による計画的な基

盤整備と、施設の維持管理

を行います。 

道営農業農村整備事業（南角田、継立、円山、

富士、御園地区） など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４７，５５５千円 

主
な
事
業
実
績 

南角田南部地区他 3 地区において、道営土地改良

事業により農業用排水施設、区画整理及び暗渠排水

を整備しました。 

また、継立ため池 1 地区及び同 2 地区で、防災減

災のための整備を実施しました。 

【主な整備内容】 

○区画整理：40.05ha ○用水路：5,252m 

○排水路：3,149m 

※予算残の内 9,428千円は、令和 2年度予算へ 

 繰り越しました。 

決算額 ３７，２１４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 18,980千円 

町債 15,755千円 

その他 0千円 

一般 2,479千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_04 (37,214 千円) 
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自然環境保全・景観形成な

ど、農業･農村の持つ多面的

な機能を守り育てます。 

地域住民が取り組む農地の維持・保全、植栽

による景観形成、水路・農道・ため池などの

補修・長寿命化などの活動を支援 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １８２，６２３千円 

主
な
事
業
実
績 

町内の協定農用地延べ 5,183.7ha において、地域

での多様な主体の参画を得て実施する農地・農業用

水等の保全に関する共同活動や、施設の長寿命化な

どの活動に対し多面的機能支払事業により支援しま

した。 

決算額 １８２，５８３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 137,137千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 45,446千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (182,583 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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117 

中山間地域等における農業

生産・多面的な機能確保を

支援します。 

中山間地域等直接支払事業（対象農地への交

付金） など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １５３，５９７千円 

主
な
事
業
実
績 

中山間地域等直接支払事業の第 4 期対策最終年度

（平成 27～31年度）で、313件の農業者が活動に参

加し、協定農用地は 1,727.76haとなりました。 

各集落が取り組む水路や農道の維持補修などによ

る農地の多面的機能の確保や、共同利用機械の購入、

鳥獣害対策、農業後継者育成対策等の活動が実施さ

れました。 

決算額 １５３，５９３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 115,190千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 38,403千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (153,593 千円) 
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118 
有害鳥獣駆除対策を推進し

ます。 

有害鳥獣（エゾシカ、アライグマ、キツネ、

カラスなど）の駆除、エゾシカ侵入防護柵の

維持管理、エゾシカ食肉加工の推進 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，９２６千円 

主
な
事
業
実
績 

農業等への被害防止のため有害鳥獣（エゾシカ、

アライグマ、キツネ、カラスなど）の駆除を実施しま

した。 

また、エゾシカ食肉加工処理場は受け入れを廃止

し、施設の将来的な活用方法等を関係機関と協議し

ました。 

【有害鳥獣駆除実績】 

○エゾシカ：193 頭 ○アライグマ：560頭  

○キツネ：110頭  ○カラス：173羽  

○キジバト：135 羽 ○タヌキ 83頭 

決算額 ６，４９１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 207千円 

町債 0千円 

その他 1,500千円 

一般 4,784千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_02 (6,394 千円) 

01_06_01_06 (97 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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191 

種馬鈴しょを安定的に生

産・供給するための施設整

備を支援します。 

※前期で終了（事業完了） 
産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

施策③ 農業・農村ブランドの推進 

● 農産物加工や新商品開発、販路拡大に向けた取り組みへの支援 

● グリーン・ツーリズムの推進 

● 地力増進・景観向上に効果のある緑肥栽培への支援 
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６次産業化の取り組みを

支援します。 

農業者等が行う農産物加工、直売、農村レス

トランなどの新たな取り組みを支援、観光農

業の調査研究 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

農産物を活用した加工品の研究開発、新たなビジ

ネスの展開、販路拡大の取組みなど、農業の６次産業

化を支援するための周知・案内をしましたが、数件の

問い合わせ、相談があったものの事業実施には至り

ませんでした。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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205 

新規 大豆を安定的に生産・

供給するための施設整備を

支援します。 

そらち南農業協同組合による大豆低温貯蔵

施設等整備事業に対する支援 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ３５３，９５０千円 

主
な
事
業
実
績 

大豆作付面積の増加に伴い、大豆調製施設能力増

強及び品質向上のため、ＪＡそらち南が整備する低

温貯蔵施設に対する支援を行いました。 決算額 ３５３，９５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 296,950千円 

町債 57,000千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (353,950 千円) 
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120 
農山村の魅力を活かした都

市農村交流を推進します。 

農業・農村体験受入、直売事業などを行う栗

山町グリーン・ツーリズム推進協議会の活動

支援、景観緑肥の作付を支援 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １９８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会が実施す

る、農村・農業体験受入事業への取り組みを支援し、

217人を受け入れました。 決算額 １９８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 198千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (198 千円) 

 

 

実 績 

実 績 



- 106 - 

 

施策④ 森林の保全・整備 

● 森林が持つ多面的機能を発揮するための計画的な整備・管理 
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121 
造林事業などにより適正な

森林管理を推進します。 

町有林の保育管理（造林・下刈・間伐など）、

民有林の整備支援、林道の整備・充実 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ２２，７７６千円 

主
な
事
業
実
績 

町有林の保育管理（人工造林 4.88ha、下刈 16.98ha

など）の実施及び民有林の保育管理（人工造林

27.52ha、下刈 92.72ha、間伐 5.08ha、更新伐 5.44ha、

保育間伐 2.66ha）等への支援を行いました。 
決算額 ２２，７６１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 8,670千円 

町債 0千円 

その他 3,608千円 

一般 10,483千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_05 (10,599 千円) 

01_06_02_01 (12,162 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 



- 107 - 

 

（２）商工業  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 商工業の振興 

● 商店街が主体的に取り組む集客向上等の取り組み支援 

● 商店街空き店舗活用の推進 
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122 
賑わいにあふれ魅力ある商

店街づくりを推進します。 

まちの駅栗夢プラザの運営支援、活性化イベ

ント支援、空き地・空き店舗活用支援（開業

支援）、くりやまギフトカードの利用促進、後

継者・リーダーの育成、商店街実態調査の実

施、商店街活性化計画（仮称）の策定 など 

ブランド推進課 

まちなか賑わい 

推進室 

 

 

最終予算額 １０，４９７千円 

主
な
事
業
実
績 

商店街活性化アクションプランを策定し、商店街と

連携した子育て応援事業やまちの駅「栗夢プラザ」の

運営など、商店街振興に繋がる取り組みを支援したほ

か、空き店舗活用支援事業を実施しました。 

【主な実績】 

〇子育て応援事業 

〇商店街振興対策事業 

 ・栗夢プラザ運営助成 

 ・歩行者天国 3地区統一行事助成 他 7事業 

〇空き店舗活用支援事業：2件 

決算額 １０，２３７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 5,700千円 

その他 0千円 

一般 4,537千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (10,237 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆進出希望企業の情報把握や積極的な情報発信など、関係機関とも連携した誘致活動が 

必要となっています。 

◆高齢化や担い手不足など、商店街の空き店舗対策が必要となっています。 

◆町内の消費者ニーズに対応した商店街の環境づくりが必要となっています。 

 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 企業誘致・新産業創出の推進 

● 工業団地等への企業誘致による雇用創出と地域経済活性化 

● 町内商工業者の経営安定・改善に向けた支援 
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123 
積極的な企業誘致活動を行

います。 

栗山町企業等誘致推進協議会による誘致活動
の支援（トップセールスによる誘致活動、PR
ビデオ作製、ビジネスセミナー開催）、新規進
出企業に対する用地購入費・雇用・水道料な
どの優遇措置 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，３００千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町企業等誘致推進協議会に対して誘致活動事

業を支援しました。 

【誘致活動の主な実績】 

○企業面談：111 件 

○企業訪問： 46件 

 

決算額 ３，２５３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,201千円 

一般 1,052千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (3,253 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

124 
町内商工業者の経営安定・

改善などを支援します。 

店舗等の新設・増設などの支援、一定基準を

満たす商工業者への融資制度（中小企業振興

資金）の運用、経営指導員による相談 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １２９，４４８千円 

主
な
事
業
実
績 

新築、増改築店舗に係る固定資産税の助成を行う栗

山町商工業振興奨励金や、設備や経営近代化等に対し

て貸付する栗山町中小企業振興資金及び利子補給を

実施したほか、経営指導員が金融相談・税務相談・労

務相談など、企業経営について相談に応じられるよう

栗山商工会議所に対し相談所開設費用を補助しまし

た。 

【主な助成実績】 

○栗山町商工業振興奨励金：17件 

○栗山町中小企業振興資金利子補給：205件 

○栗山町中小企業振興資金保証料補給：52件 

決算額 １２９，４４５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 10,000千円 

その他 102,300千円 

一般 17,145千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (129,445 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

193 
ものづくりＤＩＹ工房の導

入・活用を推進します。 

ＤＩＹ工房の導入・運用、ものづくりに関す

る人材育成（地域産業の担い手）等の事業委

託 など 

ブランド推進課 

観光推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １４，８８２千円 

主
な
事
業
実
績 

ものづくり DIY工房の試行運営場所として「あさひ

工房」へ工作設備を移設し、モニター利用調査（第 1

期及び第 2期）やワークショップ試行などを実施しま

した。 

また、将来的な担い手の確保・育成として、地域お

こし協力隊 2人を採用し、国内における先駆的事業者

の協力も得て、長期研修プログラムを実施しました。

（令和 2年 10月まで継続） 

【参加実績】 

〇モニター利用調査：第 1期 9 人（4～6月）、 

          第 2期 22 人（8～3月） 

〇ワークショップ試行：延べ 106人 

          （4種・各 1日間） 

〇担い手の確保・育成：地域おこし協力隊 2人 

決算額 １４，０８７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 3,159千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 10,928千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_23 (14,087 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

201 
新規 新規創業者の起業を

支援します。 

新規起業・創業を促進するための新たな支援

制度の構築・運用 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

関係機関と連携を図りながら、新規創業者が起業し

やすい支援制度の構築を引き続き進めます。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

202 

新規 就業体験を受け入れ

る町内企業への支援制度を

創設します。 

地元就職を目的に就業体験を受け入れる町内

企業および宿泊費や交通費に対する支援制度

の構築・運用 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

地域産業を担う人材を確保するため、高校生による

地元企業での職業体験を通じて理解を深め、将来的に

地元での就職に繋げられるよう関係機関と協議を引

き続き進めます。 
決算額 

０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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（３）観光・交流産業  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 観光・特産品ＰＲの推進 

● 関係機関との連携による新たな観光推進体制の構築と振興計画の策定 

●「栗」を活用した地域ブランドの開発 

● 東アジアを中心とした海外への特産品の海外販路開拓及び観光客受入の推進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

125 

新たな推進体制を構築する

など、観光事業の充実を図

ります。 

関係機関などとの連携による観光推進組織

の設置、観光振興計画の策定と事業展開、外

国語版公式ガイドブック・ホームページによ

る情報発信、海外観光客受入交流事業、観光

農業の調査研究 など 

ブランド推進課 

観光推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １３，２８８千円 

主
な
事
業
実
績 

新たな観光推進体制の構築については、行政にお

ける初動段階の考え方や方向性をまとめた「観光振

興スタートアップビジョン（素案）」を作成し、関係

団体等への個別説明を進めました。 

その他、くりやま夏まつり実行委員会、栗山秋ま

つり実行委員会、栗山観光協会等へ助成、観光ガイ

ドブック（5カ国語）の更新及び配布、シェアサイク

ル導入に向けた実証実験を行いました。 

【参加実績】 

〇くりやま夏まつり来場者数：16,000 人（2日間） 

〇栗山秋まつり来場者数：122,212 人（3日間） 

〇シェアサイクル実証実験：14人 

（7～9月・栗山公園） 

決算額 １３，１２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 6,600千円 

その他 3,500千円 

一般 3,022千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_02 (13,122 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

      
◆短期イベントだけではなく、通年で観光客を受け入れる観光資源などの検討が必要と 

 なっています。 

＊老舗まつりや夏まつりは一定の集客があるが、他の観光施設では減少傾向にある。 

◆広域連携による観光メニューの検討、増加傾向にある海外観光客の受入態勢の検討が 

必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

126 

「栗の活用」を推進し、新

たな特産品や観光資源の創

出を図ります。 

北のくりやま栗づくり協議会の活動支援（栗

の産地化、６次産業化など） 

ブランド推進課 

観光推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，０００千円 

主
な
事
業
実
績 

「北のくりやま栗づくり協議会」の活動に対して

支援しました。 

【主な事業内容】 

○商品化普及のための、加工業者への買取補助 

 の実施 

〇販売用ラベル作成（商号シール） 

○栗の絵本づくり 

決算額 １，１６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 500千円 

一般 660千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_02 (1,160 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

127 
東アジア市場への特産品

の販路拡大を支援します。 

海外販路開拓のための展示会・商談会出展に

係る経費（輸送・渡航・通訳・広告宣伝費な

ど）の一部助成  

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ３１６千円 

主
な
事
業
実
績 

町内中小企業等が、海外への販路の開拓及び拡大

を推進するため、国内外で実施される展示会等への

出展に要する経費の一部を補助する「栗山町海外販

路開拓支援補助金」制度を施行しました。 

当該制度の周知を行い、活用に向けた相談対応も

行いましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に

より実施には至りませんでした。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_02 (0千円) 

 
 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 都市農村交流の推進 

● 豊かな自然・里山環境など、地域資源を活かした交流人口の拡大 

● 宅地分譲地等を活かした町内への移住・定住の促進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

128 

自然・農村環境を活かした
体験教育プログラムを開発
し、都市圏からの交流人口
を拡大します。 

町外小中学校・大学等の教育活動の受入 
社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ５００千円 

主
な
事
業
実
績 

大学連携を中心に交流人口拡大を目的とした、自然

体験プログラムや雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハ

ウスを利用した農泊事業に取り組むため、農泊推進対

策協議会（構成団体：ＮＰＯ雨煙別学校、栗山町グリ

ーンツーリズム推進協議会・ハサンベツ里山計画実行

委員会・商大グリーンツーリズム）への活動を支援し

ました。 

【主な交流人口拡大に向けた活動内容】 

〇大学連携：1回（テーマ：栗山町のＰＲ） 

〇大学演習受入：2回 

決算額 ２５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 250千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (250 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

129 
栗山町への移住・定住を促

進します。 

「くりやま移住促進協議会」の活動支援、宅地

分譲地のＰＲ・販売、移住推進体制の強化、く

りやまちょうＰＲ隊（地域おこし協力隊）事業

の実施、ＵＩターン促進に向けた奨学金返済の

支援 など 

若者定住推進課

若者定住推進Ｇ 

経営企画課 

地域政策 G 

 

 

最終予算額 １４，５９８千円 

主
な
事
業
実
績 

「くりやま移住促進協議会」が実施する事業へ助成

し、「くりやま暮らし体験事業」（体験者数・日数：69人・

411日）や道外で開催される移住相談会への出展、旅行

雑誌やウェブサイト等による情報発信や、移住相談窓

口の整備を行いました。 

また、ＵＩターン等促進奨学金助成制度を創設しま

した。（資格登録者 2人） 

さらに、移住推進体制を強化するために移住コーデ

ィネーターを配置したほか、町の魅力発信のため、2人

のくりやまちょうＰＲ隊（地域おこし協力隊）を活用

し、町のＰＲ事業を行いました。 

決算額 １４，０６１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 14,061千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (14,061 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

192 

くりやま若者シティプロモ

ーション事業を推進しま

す。 

まちの魅力発信や栗山ファンづくりを行う担

い手育成、起業や地域貢献を目指す担い手の育

成、クリエイターズマーケットの運営を通じた

クリエイターの活躍促進、「くりエイトするま

ち 栗山町」のイメージ発信、情報発信力の強

化、食を通じた交流事業による栗山ファンの創

出 など 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，３７２千円 

主
な
事
業
実
績 

「くりエイトするまち 栗山町」のイメージ確立及び

発信に向けた、人材育成、機運醸成、情報発信に係る複合

的な諸施策を実施しました。 

〇くりやまサポーター育成事業：8人修了 

〇クリエイター活躍推進事業 

 道内最大ハンドメイドイベントに出展、コンセプト 

 ブック製作、動画活用ＰＲ、Ｗｅｂ広告等 

〇総合的情報発信媒体整備事業 

 webサイト運営、情報紙の作成、子育てアプリ 

 （電子母子手帳）運用開始等 

〇食を通じたくりやまファン創出 

 札幌の製菓調理専門学校による町内生産施設の訪問 

 及び生産者との交流会、農作物の講義の実施 等 

決算額 ９，９９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 4,008千円 

道費 700千円 

町債 0千円 

その他 528千円 

一般 4,758千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (1,677 千円) 

01_02_01_23 (8,317 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（４）雇用環境  
 

 

 

 

 

施策① 勤労者福祉の推進 

● 勤労者の福祉向上と季節労働者の通年雇用化の促進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

130 

勤労者の福祉向上と、季節

労働者の通年雇用化を推進

します。 

勤労者福祉センターの管理運営、南空知通年

雇用促進協議会による季節労働者の通年雇

用促進支援・資格取得支援 など 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，８１６千円 

主
な
事
業
実
績 

勤労者の文化教養並びに福祉の増進を図るため、

指定管理委託により勤労者福祉センターを運営しま

した。 

また、季節労働者の通年雇用化を目指すため、南

空知通年雇用促進協議会が資格取得支援等を行いま

した。 

○年間延べ利用人数：11,884 人 

○令和元年度通年雇用化人数：4人 

決算額 ５，８１５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 5,815千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_05_01_01 (51 千円) 

01_05_01_02 (5,764 千円) 

 

 

 

 

 

 

     
◆町内外の求職者を受け入れる就業機会の確保が必要となっています。 

◆勤労者の労働環境の向上が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 雇用環境づくりの推進 

● 労働者の職場環境及び労働環境の向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

131 
労働者の労働環境の向上

を図ります。 

町内事業所と労働者に対してアンケートを

実施（雇用状態・賃金・福利厚生など） 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

アンケート調査は隔年で実施するため、令和元年

度の実績はありません。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 



- 117 - 

 

 

 

 

 

（１）道路・交通  
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

施策① 計画的な道路網の整備 

● 幹線町道の計画的な整備 

● 道路橋梁の長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

132 

幹線町道湯地継立線の道

路改良・舗装を実施しま

す。 

※前期で終了（事業完了） 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

     
◆道路整備は多額の費用を要するため、必要性や優先順位を精査するなど、計画的な整備が必要と

なっています。 

◆老朽度が進んでいる除雪用重機の計画的な更新が必要となっています。 

◆町営バスの効率的な運行体系の構築、高齢化社会に対応した交通システムなどの検討が必要と 

なっています。 

＊町営バス利用者 平成 14年度 39,400人（ピーク年）→ 平成 24年度 18,789人 

◆地域間を運行する民間バス路線の維持、都市間アクセスの向上に向けた検討が必要となっています。 

 

都市基盤  Ⅴ 
快適でやすらぐふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

133 
幹線町道杵臼本線の道路改

良・舗装を実施します。 
道路改良・舗装 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４６，７５０千円 

主
な
事
業
実
績 

道路交通環境の向上を図るため、道路改良・舗装

（L=200m）を実施しました。 

決算額 ４６，７５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 17,151千円 

道費 0千円 

町債 29,599千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_05 (46,750 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

134 
老朽化した橋梁の点検・修

繕を計画的に行います。 
定期点検の実施、補修工事 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４６，０５７千円 

主
な
事
業
実
績 

道路交通環境の向上を図るため、橋梁補修工事（１

橋）を実施しました。 

また、橋梁長寿命化修繕計画(R2～R11)を策定しま

した。 

【施工場所】 

○角栄橋 

〇橋梁点検 20橋 

決算額 ４６，０５７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 27,466千円 

道費 0千円 

町債 12,075千円 

その他 0千円 

一般 6,516千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_05 (46,057 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 道路環境の整備 

● 道路環境の適切な維持・安全確保 

● 冬期間の交通確保に係る除雪体制の整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

135 

町道の舗装や側溝改修な

ど、道路環境の維持・向上

を図ります。 

町道補修工事、区画線表示工事、町道維持管

理、側溝改修 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ２８，１７４千円 

主
な
事
業
実
績 

道路環境の整備や安全確保を図るため、町道の舗

装修繕や側溝などの改修を行い、また北海道が実施

する町道橋架替工事の負担金を支出しました。 

【施工箇所】 

○南大通り歩道改修工事 

○中央通り歩道改修工事 

決算額 ２８，１７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 28,100千円 

その他 0千円 

一般 74千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_02 (28,174 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

136 
町道の総点検を行い、修繕計

画の策定・管理を行います。 

道路ストック修繕計画に基づく修繕（南学田

御園線、中央通り） 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 １９，３０５千円 

主
な
事
業
実
績 

舗装個別施設計画に基づき舗装補修工事を実施し

ました。 

 〇南学田御園線舗装補修工事 L=755m 決算額 １９，３０５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 17,374千円 

その他 0千円 

一般 1,931千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_02 (19,305 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

137 
冬期間における道路環境の

維持・確保を図ります。 

効率的かつ効果的な除排雪の実施、除雪用重

機の計画的な更新（グレーダー、ロータリー） 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 １３６，９０２千円 

主
な
事
業
実
績 

冬期間の生活道路の安全確保を図るため、町道の

除雪等を実施しました。 

決算額 １３２，３１３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 132,313千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_03 (132,313 千円) 

 

施策③ 公共交通システムの充実 

● 都市間交通アクセスの維持・向上 

● 高齢社会に対応できる地域公共交通の確保 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

138 

地域間（都市間）交通の確保

と利便性の向上を図りま

す。 

民間バス路線確保のため一定の収支率以下

の路線に対して補助、都市間（札幌や千歳、

北広島方面など）への交通アクセス向上に向

けた調査・検討、ＪＲ室蘭線の路線維持と利

用促進の取組推進 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ８，１９５千円 

主
な
事
業
実
績 

地域間交通の利便性向上及び若者定住の促進を図

るため、近隣市町を結ぶ民間バス路線の内、国庫補

助基準経常収支率を下回った路線に対し、関係市町

との協議に基づき運行経費の一部を補填しました。 

○中央バス岩見沢三川線（3市町）：2,113 千円 

○中央バス岩見沢長沼線（4市町）：2,124 千円 

○中央バス岩見沢栗山線（2市町）：2,608 千円 

ＪＲ室蘭線の路線維持と利用促進を図るため、沿

線自治体にて設置したＪＲ室蘭線活性化連絡協議会

に係る市町負担金 50千円を支出しました。 

また、ＪＲ北海道に対する緊急的かつ臨時的な支

援に係る市町村支援金として、1,300 千円を支出し

ました。 

決算額 ８，１９５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,800千円 

一般 6,395千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (8,195 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

139 

町営バスの充実を図り、交

通弱者の移動手段を確保し

ます。 

町営バス・コミュニティバスの運行、利用者

ニーズの把握と運行路線等の見直し、計画的

な車両（スクールバス等）の更新 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ７６，７６７千円 

主
な
事
業
実
績 

町民の買い物や通院など生活に必要な交通手段と

して、町営バス（1日 8路線 25 便）・コミュニティバ

ス（1日 8便）を運行しました 

【令和元年度利用実績】 

 〇バス利用者数：31,798人 

 〇バス運賃収入：3,612千円 

決算額 ７４，７８１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 6,081千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,612千円 

一般 65,088千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_18 (74,781 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

140 

買い物弱者等の高齢社会の

課題に対応できる交通シス

テムを確立します。 

※前期で終了（計画事業 139に統合） 
建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

203 

新規 持続可能な地域公共

交通システムを構築しま

す。 

まちづくりと連携した地域公共交通ネット

ワークを構築するためのマスタープランと

なる、地域公共交通網形成計画の策定 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２９千円 

主
な
事
業
実
績 

地域の実情に応じた公共交通のあり方の協議及び

利用促進を図るため、地域公共交通活性化協議会を

開催しました。 決算額 ２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 22千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (22 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）住宅・住環境  
 

 

 

 

 

 
 
 

施策① 計画的な宅地・住宅の整備 

● 公営住宅の計画的な整備・改修 

● 低廉で快適な住宅地の供給 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

141 
公営住宅の整備・改修を行

います。 

老朽化した公営住宅の建替（曙団地、中央団

地継立団地の設計）、地域材（栗山産木材な

ど）の積極的な活用、公営住宅長寿命化計画

の見直し など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０５，９５３千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した曙団地 1 棟 8 戸の建替え及び既存の住

宅の解体、中央団地の実施設計等を行いました。 

また、松風団地 1棟 12戸の浴室防水改修を実施し

ました。 
決算額 ３０５，９５１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 131,898千円 

道費 0千円 

町債 169,626千円 

その他 0千円 

一般 4,427千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_03 (305,951 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆定住促進に向け、良質低廉な住宅地の供給、定住者への支援制度の検討が必要となって

います。 

◆耐用年数を経過している公営住宅が多く、早期の建替えが必要となっています。 

◆生活基盤である住環境向上のため、バリアフリーや耐震化などの住宅助成制度の継続が

必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

142 
住宅団地の造成を検討しま

す。 
新たな住宅団地造成の検討 

ブランド推進課 

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２５７千円 

主
な
事
業
実
績 

平成 27年度より分譲開始した朝日４丁目（第 4期）

の販売促進と、分譲地維持のための草刈りの実施と

幟を購入し販売促進のためのＰＲを行いました。 

【販売状況】 

○朝日住宅団地第 4期（全 17 区画） 

 ・平成 27年度販売件数：2件 

 ・平成 28年度販売件数：3件 

 ・平成 29年度販売件数：0件 

 ・平成 30年度販売件数：2件 

 ・令和元年度販売件数 ：5件 

決算額 １，２２４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,224千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

09_01_01_01（1,224千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策② 住まいの環境づくり 

● 子育て世代などの定住促進に向けた支援 

● 老朽化した危険空き家対策の推進 

● 安心して長く住み続けられる居住環境の促進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

143 
若者・子育て世代が移住し

やすい環境を整備します。 

子育て世代の移住者に対する住宅支援（住宅

取得助成、中古住宅リフォーム助成、民間賃

貸住宅家賃助成、移住促進に向けた情報発信

など）、若者・子育て世代向け移住環境の検

討・整備、「栗山町空き家バンク」の運営空き

家利活用促進支援制度の構築・運用 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，６４８千円 

主
な
事
業
実
績 

若者・子育て世代の移住者へ住宅に係る費用の一

部を助成。 

また、町内空き家等の利活用の促進を図るととも

に移住・定住希望者への住宅情報を提供するため、

「栗山町空き家バンク制度」を運営し、ウェブサイ

トで空き家等の情報を公開し、空き家所有者への支

援として、空き家利活用促進事業制度の創設と、空

き家利活用セミナーを実施しました。 

【助成内容】 

○新築住宅取得費用助成：2件 

○中古住宅取得費用助成：0件 

○中古住宅リフォーム助成：0 件 

○民間賃貸住宅家賃助成：27 件 

〇空き家利活用促進（家財処分）：1件 

〇空き家利活用セミナー開催：26人参加 

うち個別相談 4人 

決算額 ４，２５７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,000千円 

一般 257千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (4,257 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

144 

生活環境の保全と防犯のた

め、空き家対策に取り組み

ます。 

老朽化した危険家屋（空き家）のうち、町に

寄附されたもの撤去 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ９２千円 

主
な
事
業
実
績 

空き家対策協議会を書面開催（1回）し、空き家対

策について協議しました。 

また、特定空き家については、指導により 1 棟が

解体され、8棟となりました。 
決算額 ２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_01 (2 千円)  

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

145 

｢人にやさしい住宅助成事

業｣を実施し、住宅の居住性

や住環境の向上を図ります。 

住宅のバリアフリー改修、老朽住宅解体、耐

震改修に係る費用の一部を助成、リフォーム

助成制度の検討 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４，５００千円 

主
な
事
業
実
績 

住環境の向上と地域経済活性化を目的として、住

宅のバリアフリー改修 13 件、解体 14 件の工事に対

して助成しました。 決算額 ４，４３９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 1,977千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,601千円 

一般 861千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_01 (4,439 千円) 

 

 

 

実 績 

実 績 
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（３）上・下水道  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 水道水供給の維持 

● 老朽化している水道管及び水道施設等の計画的な更新 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

146 
老朽化した水道管を計画的

に更新します。 

布設後 30 年以上が経過した老朽度の高い塩

ビ管を更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 １０３，７００千円 

主
な
事
業
実
績 

安定的な水道水の供給を図るため、老朽化した水

道管 2,435ｍを更新しました。 

決算額 ９５，０００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 95,000千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

11_01_01_01 (95,000 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆良質な水道水の安定供給のため、浄水場の機器更新と老朽水道管の更新が必要となっています。 

◆下水道管理センターの処理機能維持のため、老朽化した機器の更新が必要となっています。 

◆公共下水道と合併処理浄化槽の処理費用負担の公平性について、検討が必要となっています。 

＊合併処理浄化槽は個人が設置し、設置後の維持管理・清掃も個人が行っているが、公共下水 

道供用区域と比較し高負担となっている。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

147 
水道施設の老朽化した設備

を計画的に更新します。 

桜山浄水場・各ポンプ場の機器・計装設備を

計画的に更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ３２，０００千円 

主
な
事
業
実
績 

安全・安心・安定した水道水の供給を図るため、

桜山浄水場内の自家発電機及び流量計を更新しまし

た。 

 
決算額 ３１，３５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 30,800千円 

その他 0千円 

一般 550千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

11_01_01_03 (31,350 千円) 

 
 

施策② 公共下水道の維持 

● 老朽化している機器の計画的な更新 

● 集落排水施設の公共下水道への統合による効率的な処理体制の確立 

● 汚水処理費用負担の統一化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

148 
老朽化した下水道施設を計

画的に更新します。 
更新時期を迎えた機器を計画的に更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ８７，６５１千円 

主
な
事
業
実
績 

安定した汚水処理を図るため、下水道管理センタ

ーの電気設備機器及びマンホールポンプ機器を更新

しました。 決算額 ８５，０８５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 45,000千円 

道費 0千円 

町債 35,200千円 

その他 0千円 

一般 4,885千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

12_01_01_01 (85,085 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

149 
継立地区農業集落排水施設

を公共下水道に統合します。 
※前期で終了（事業完了） 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 千円 

道費 千円 

町債 千円 

その他 千円 

一般 千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

150 
個別排水処理施設整備を推

進します。 

町の管理による合併処理浄化槽の設置・維持

の推進 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ５５，３２０千円 

主
な
事
業
実
績 

衛生的で快適な生活環境を提供し、良好な水環境

の保全を図るため、合併処理浄化槽の保守点検や法

定検査等を実施し、適正な維持管理に努めました。  

また、合併処理浄化槽を 5基新設しました。 
決算額 ３７，０６４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 2,500千円 

その他 4,387千円 

一般 30,177千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

12_03_01_01 (37,064 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（４）河  川  
 

 

 

 

 

 

施策① 治水・河川環境の整備 

● 河川環境の適正な維持管理 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

151 

河川環境の改善・水害防止

に努めるとともに、自然河

川づくりを推進します。 

河川の土砂撤去・倒木除去、円山地区排水路

改修、国や道管理河川の適正な維持管理要望 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 １７，５００千円 

主
な
事
業
実
績 

河川環境の維持管理を目的に、浚渫や河川法面補

修などを実施しました。 

【施工場所】 

○富士川浚渫 

○円山排水路の改修 

決算額 １３，５７６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 13,576千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_03_01 (13,576 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆異常気象による局地的豪雨や融雪期の増水など、河川の負担が増大しています。 

◆河川内の樹木・土砂の堆積状況など、計画的な整備が必要となっています。 

＊町管理河川 37 河川 176.4ｋｍ  

 

 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

204 
新規 雨煙別川流域河川整

備を推進します。 

雨煙別川の親水護岸、管理用通路の整備、多

目的広場用地購入、屋外トイレ整備、産卵床

整備 など 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 １，５１８千円 

主
な
事
業
実
績 

産卵床整備を実施するための整備地選定及び資材

確保を行いました。 

決算額 １，３９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,394千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_03_02 (1,394 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（５）街なみ・景観  
 

 

 

 

 

 
 
 
 

施策① 市街地形成の推進 

● 新町及び錦地区の魅力ある街なみづくり 

● 南部及び角田地域の基盤整備と活性化 

● 将来を見据えた栗山市街地の計画的な基盤整備 
 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

152 
新町地区の再開発整備事業

に取り組みます。 

新町通街路整備事業（道事業）の実施、街な

み整備（道路・小公園整備など）、（仮称）MARON

プラザ改修整備、スマートウェルネス整備 

など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２７０，２６０千円 

主
な
事
業
実
績 

新町通街路整備事業計画を含む都市再生整備計画

事業が平成 30年度にスタートし、令和元年度は、町

道 2 路線の改良及び健康遊具の設置の本工事、事業

に必要な委託業務の発注、用地等の取得、物件補償

を実施しました。 

【主な事業内容】 

○本工事 

・菊水通り ・中央 1号線 ・健康遊具 

○物件調査 

・中央 4線 ・栗山駅南交流拠点施設 

○用地買収等 

・菊水通り ・栗山駅南公園 ・栗山駅南交流 

 拠点施設 

○物件補償 

・菊水通り ・栗山駅南交流拠点施設 

※予算残の内 61,897千円は、令和 2年度予算へ 

 繰り越しました。 

決算額 ２０７，２３７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 82,848千円 

道費 0千円 

町債 123,939千円 

その他 0千円 

一般 450千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_02 (207,237 千円) 

 

 

     
◆景観阻害要因の適正な改善に向けたルールづくりが必要となっています。 

＊老朽化した空き家、管理が行き届いていない空き地、通信鉄塔など 

◆歴史的建造物などを活かした魅力ある景観形成が必要となっています。 

◆人口減少や少子高齢化社会に対応した都市基盤の整備・充実に向けた取り組みが必要と

なっています。 

＊都市計画マスタープラン等に基づく栗山、角田、南部の各地域振興策の実施 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

153 

馬追橋の早期架換え要望

と、歴史的建造物を活かし

た錦地区の街並みづくり

を検討します。 

馬追橋の早期架換え（道事業）に向けた継続

要望、小林酒造レンガ倉庫周辺の遊歩道や幹

線道路の整備など、錦地区周辺における街並

み整備の検討 など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４２６千円 

主
な
事
業
実
績 

北海道による馬追橋架換事業が実施されました。 

【主な事業実績】 

○仮道用暫定盛土  

○河道掘削 
決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_1_12 (0 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

154 

南部公民館の利便性向上

に向けた、敷地内の整備を

行います。 

※前期で終了（事業完了） 

建設課 

技術Ｇ 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

155 
南部地域振興策を検討しま

す。 

継立中学校跡地活用の検討、幹線道路の整備

（継立南学田線、清見橋架換）、広域道路網

の整備要望、継立団地の建替調査､日出生活

館の改築、高齢者対策拠点整備の検討 

建設課  

技術Ｇ 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １４０千円 

主
な
事
業
実
績 

旧継立中学校の跡地活用について、活用を希望し

ている企業等との交渉を継続して進めました。 

また、夕張市・由仁町との広域道路網の整備に向

け、事業実施主体となる北海道に対し、陳情要望を展

開しました。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (0 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

156 

農村環境改善センターの

利便性向上に向けた周辺

整備を行います。 

※前期で終了（事業完了） 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

157 

国道 234 号線の整備要望

と、角田地域振興策を検討

します。 

国道整備（拡幅・バイパス化）の継続要望、

国道整備に合わせた町道整備の検討、住宅団

地造成の検討、角田地区への商業施設誘致 

など 

ブランド推進課

企業・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ５５３千円 

主
な
事
業
実
績 

引き続き国道 234 号線の拡幅整備を要望しました。 

平成 29年度で第 4工業団地の造成工事及び周辺の

幹線道路の改修工事が完了しました。 

第 4 工業団地の販売促進と造成地維持のため,草

刈りを実施しました。 

【草刈】分譲区画（6区画）＋緑地 26,286㎡ 

決算額 ５５３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 553千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

10_01_01_01 (553千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

158 

栗山駅南側の機能性を高

める道路・駐車場整備を行

います。 

※前期で終了（計画事業 152に統合） 
経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

159 

まちの将来像を見すえた

栗山市街地及び北部地区

の整備を検討します。 

南大通り延伸（長沼町間）に向けた継続要望

（北海道事業）、富士･中里地区の字名改正と

５丁目構想の検討、御大師山や湯地・鳩山地

区などの一体的な景観・観光振興構想の策定 

など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 
０千円 

主
な
事
業
実
績 

広域道路網の整備（南大通り延伸）に向けて北海道

に対し、道道昇格認定についての要望を実施しまし

た。 決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策② 景観づくりの推進 

● 町民と行政の協働による景観づくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

160 
景観資源の保全・活用を図

ります。 

栗山町景観条例・景観計画に基づく景観づく

りの推進、景観写真コンテストの実施 など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２４６千円 

主
な
事
業
実
績 

景観施策の一環として、栗山町の新たな景観資源

の発掘を目的とした第 6 回くりやま景観フォトコン

テストを実施しました。 

57人 133 点の応募があり、応募作品はカルチャー

プラザでの展示や町ホームページへ掲載しました。 

決算額 ２２５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 225千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_01 (225 千円) 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 公園・緑地の整備 

● 安全で安心して遊ぶことのできる魅力的な公園づくり 

● 御大師山周辺の環境整備と利便性向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

161 

老朽化した公園施設の安全

確保のため、計画的に修繕・

更新を行います。 

老朽化した公園施設の修繕（29所）・更新（32

ヵ所） 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ７，９７８千円 

主
な
事
業
実
績 

錦児童公園のトイレを更新しました。 

決算額 ７，９６６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 7,900千円 

その他 0千円 

一般 66千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_03 (7,966 千円) 
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御大師山周辺（栗山公園等）

の散策路・施設等の計画的

な改修・整備を進めます。 

散策路修繕・順路看板設置、展望デッキ整備、

御大師山周辺案内看板の設置 など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，５２０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山公園の展望台周辺整備、散策路 4箇所(路肩、

木橋、階段)を修繕しました。 

決算額 ５，５２０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 5,300千円 

その他 0千円 

一般 220千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_03 (5,520 千円) 

実 績 

実 績 
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御大師山周辺ガイドブッ

クを作成し、散策路・周辺

施設の利活用を促進しま

す。 

周辺ガイドブックの作成 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

御大師山周辺の環境整備と利便性向上を図るた

め、御大師山周辺環境整備事業関係団体連携会議に

おいて、御大師山のルートの見直しと合わせたガイ

ドマップの内容について協議しました。 
決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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（１）コミュニティ活動  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① コミュニティ活動の支援 

● 地域組織の活動支援など町民主体のまちづくりの推進 

● 特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）の設立及び活動支援 

● 協定大学が持つ専門的情報の活用と学生交流の推進 

● 町民自ら考え、地域のために実施する公益活動の支援 
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まちづくり協議会などの地

域活動を支援します。 

まちづくり協議会の活動に対して交付金を

交付（運営費・防災事業・福祉等その他事業）、

地域支援職員の配置、町内会・自治会の区域

再編に対する支援制度の創設 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，３２７千円 

主
な
事
業
実
績 

地域コミュニティの推進を図るため、まちづくり

地域交付金の交付やまちづくり地域支援職員の配置

など、まちづくり協議会に対する活動支援を実施し

ました。 

◯協議会設置数：10協議会 

◯地域支援職員配置数：83人 

決算額 ２，４７８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 300千円 

一般 2,178千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (2,478 千円) 

 

 

     
◆まちづくり協議会活動の地域住民への浸透と、さらなる活動の活性化が必要となっています。 

＊まちづくり協議会～栗山市街地８組織及び継立地区の計９組織（農村地域は未設置） 

◆まちづくりの担い手として、ＮＰＯ法人の安定的な活動継続と運営基盤の確保が求めら

れています。 

◆多様な地域課題の解決のため、大学の専門的知識の活用を促す取り組みが必要となって

います。＊協定大学～北海商科大学、北星学園大学、酪農学園大学、北海道大学農学部 

地域経営  Ⅵ 
みんなが主役のふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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ＮＰＯ法人などの公益活

動に対する支援を充実しま

す。 

ＮＰＯ法人設立・活動相談、個人町民税寄附

金税額控除制度の運用、研修会の開催、各種

助成制度の紹介 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０千円 

主
な
事
業
実
績 

ＮＰＯ法人設立に関する相談・受付窓口の設置（権

限委譲事務）、年度末事業報告や定款変更等の受理、

各種助成・融資制度の周知を実施しました。 

なお、研修事業については、コロナ禍のため未実施

としました。 

○町内ＮＰＯ法人数：7法人 

○町条例指定ＮＰＯ法人の認定：2法人 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (0 千円) 
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協定大学と連携し、コミュ

ニティ活動への情報・学術

等の支援を行います。 

協定大学による実習・演習などの受入と学術

成果の共有、大学教員などの専門的知見活

用、大学講座事業（出前型）の実施 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

連携大学の専門的知識を活用し、多様化する地域

課題の解決や特色あるまちづくりの推進、人材育成

など、コミュニティ活動の推進を図るため、各担当課

において協定大学と連携した事業を行いました。 

【主な実績】 

◯農業調査実習及び農繁期の農業支援として北海 

  道大学の学生を町内農家に受け入れました。 

◯社会教育事業において、酪農学園大学と連携し、 

町内の子どもたちと一緒に農作業体験を行った 

ほか、札幌大谷大学との連携による農作業体験、 

東海大学との連携による環境保全演習などを行 

いました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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町民団体が連携・協力する

地域活性化・賑わい創出活

動を支援します。 

ＮＰＯ・ボランティア団体などが連携・協力

する提案事業（新たな活性化事業）を支援 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １，１２７千円 

主
な
事
業
実
績 

町民自ら考え、地域のために実施する様々な活動

により、魅力あるまちづくりの推進と地域の活性化

を図るため、町民団体相互の連携による新たな活性

化事業を支援しました。 

【地域活性化事業】 

○栗山駅前花壇づくり事業 

【まちの魅力アップ応援事業】 

◯ぐるっと栗山スタンプラリー 

◯町内児童の地域魅力再発見事業 

◯栗山でつながるくりエイティブの輪 

◯ふるさと田舎まつり 2019 実行委員会 

◯ままっこ Caféの手づくりランチ 

決算額 １，１２７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 100千円 

一般 1,027千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (1,127 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）行政経営  
 

 

 

 

 

 

施策① 効果的な行財政運営の推進 

● 総合計画に基づく効果的な施策・事業の展開 

● 中長期的に堅実で安定した財政運営の推進 

● 適正・公平・公正な徴収及び滞納対策と納税者の利便性・サービス向上 

● 町有施設の計画的な整備及び維持管理 

● 公共施設等の管理情報の一元化及び中長期的管理計画の策定 
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総合計画に基づく施策・計

画事業の評価を行い、改善・

見直しを図ります。 

計画事業評価（各担当自己評価・外部評価・

理事者評価）の実施、施策評価（前期４年目・

後期３年目）の実施 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３３３千円 

主
な
事
業
実
績 

町長、副町長、事業担当課による自己評価を行う

「内部評価」と、町民目線の客観的な評価と提言を

行う「外部評価」の結果を踏まえて、次年度の予算編

成や新規施策の企画立案に反映しながら継続的に事

業を改善し、ＰＤＣＡサイクルによる実効性のある

事業の展開につなげました。（評価結果は公表済み） 

①内部評価事業数：188事業 

②外部評価事業数：①のうち 3 事業 

決算額 ３１１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 311千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (311 千円) 

 
 

 

 

 

 

     
◆より効率的・効果的な行財政運営に向けての仕組みづくりが必要となっています。 

◆多様化する住民ニーズに的確に対応できる職員育成や意識改革が求められています。 

◆行財政改革を継続的に推進する必要があります。 

◆人口減少や地域経済が低迷する中、広域連携による事業の検討が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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限られた財源を有効に活

用し、健全な財政運営を推

進します。 

中長期財政計画に基づく財政運営、効果的な

予算編成手法の検討・導入、財政健全化条例

の制定 など 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

歳入の 3/4 を国や道からの依存財源で占めていま

すので、国の動向を注視しながら、事業実施に必要

な、補助金の活用や地方債の発行など必要な財源確

保に努めました。 

財政運営に大きく影響する次の 3 指標のうち、将

来負担比率は前年度から改善されています。 

①財政調整基金：年度末現在高 540,214 千円 

（前年比 68,843 千円減） 

②実質公債費比率：11.4%（前年比 0.8ポイント増） 

③将来負担比率：62.9%（前年比 11.5ポイント減） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 
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自律したまちづくりのため、

行財政改革を推進します。 

行財政改革推進計画の進捗管理、町財政の中

長期試算の見直し、行財政改革取組状況の公

表 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町第 6 次総合計画に掲げる施策目標の実現の

ための必要な財源の確保、捻出、また、将来にわたっ

て安定的な行政経営の基礎となる財政基盤の確立、

行政システムの見直しなどを図ることを目的として

策定した栗山町第 4次行財政改革大綱（平成 27年度

～令和 4年度）に基づき、推進しました。 

令和元年度は、公共施設マネジメントによる維持

補修財源の確保、地域おこし協力隊と連携したふる

さと納税ＰＲの取組を実施しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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各種統計データにより、町勢

の現状を分析し、まちづく

りに活用します。 

国勢調査など各種統計調査結果の分析と活

用、町民経済計算の実施、統計資料（情報）

の公表 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３３千円 

主
な
事
業
実
績 

基幹統計調査及び一般統計調査の結果について公

表したほか、各調査データを基に「2020年版ポケッ

ト統計」を作成・発行しました。 

○ポケット統計の発行数：1,000 部 
決算額 ３３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 33千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_05_01 (33 千円) 
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町税収入等の収納率向上に

努めます。 

滞納管理システムによる滞納対策強化、コン

ビニエンスストアにおける町税等の納付推

進、クレジット収納等の調査検討 など 

税務課 

収納Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２９２千円 

主
な
事
業
実
績 

平成 26 年度に導入した滞納管理システムを活用

し、差押等の事務を効率化しました。 

財産調査は 561件実施（前年比 11件減）し、滞納

処分は 121件実施（前年比 11 件増）しました。 

コンビニ利用件数は、9,198 件（前年比 306件減）

の利用があり、このうち、土日の利用は 24.5％とな

っており、納付の利便性の向上が伺えます。 

収納率は前年度比 2.49 ポイント上昇しました。 

また、納税環境の充実に向けて、クレジット収納

はじめスマートフォン決済など、費用対効果を考慮

しながら引き続き検討します。 

決算額 １，２６５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 1,084千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 181千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_02_02 (1,084 千円) 

02_01_03_01 (129 千円) 

07_01_02_01 (37 千円) 

08_01_02_01 (15 千円) 

 
 

実 績 

実 績 
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173 
町有財産の適切な維持・

整備を進めます。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

施設の長寿命化を図るため「個別施設計画」を施設

所管課毎で策定に着手しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

174 

公共施設等総合管理計画

を策定し、計画的に老朽化

対策を進めます。 

公共施設等の維持管理・安全確保・修繕・更

新・統廃合などに関わる中長期的な実施方針

（総合管理計画）の運用 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

公共施設総合管理計画に基づき、各施設の点検及

び個別施設計画策定に着手しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 
 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策② 効果的な行政体制の構築 

● 町民ニーズに的確に対応できる職員育成と意識改革 

● 新たな行政ニーズや社会環境の変化に対応した組織体制の構築 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

175 
時代に対応できる行政職員

を育成します。 

国・道などへの職員派遣、職員提案型の自己

啓発研修、各関係機関による研修プログラム

への参加、職階ごとの研修会開催 など 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，１１０千円 

主
な
事
業
実
績 

職員研修計画により研修を実施しました。 

【主な実施内容】 

○職員自主提案による自己啓発研修：5人 

○自治大学校：2人 

○町村会主催研修：12人（基礎・初級研修他） 

○職員研修センター研修：21 人 

○全職員を対象とした研修会の開催：1回 

決算額 １，８４２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 300千円 

一般 1,542千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_01 (1,842 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

176 

効率的で満足度の高い行

政サービスを提供できる

組織体制を構築します。 

機能的な組織体制構築と人員配置、職員数適

正化の推進 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町職員人材育成基本方針に基づき、人材育成

のための総合的・戦略的な人事管理を進めるため、人

事評価制度の仕組み構築に向け検討中です。 

○職員数：R2年 4月 1日現在 144人（前年同日 

 143人、参考：平成 18年度同日 181人） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 行政情報化の推進 

● 行政事務の効率化と町民サービスの向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

177 

情報システムの活用により、

行政事務の効率化および町民

サービスの向上を図ります。 

行政情報システムの適正な維持・管理・更新、

社会保障・番号制度の導入・推進、電子自治

体の推進 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ３８，３６０千円 

主
な
事
業
実
績 

各種情報システムの導入により、関係事務の効率

化を図り、サービスの向上に向けた管理・運用を継

続して行ったほか、住民情報系・内部情報系システ

ムなどを更新しました。 

また、行政情報システムの共同利用及びアウトソ

ーシングの推進を図るため、北海道電子自治体共同

運営協議会へ参加し、情報システムの共同利用を行

いました。 

 

決算額 ３８，３６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 2,391千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 5千円 

一般 35,964千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (38,360 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

178 

情報通信基盤・機器の活用によ

り、行政事務の効率化および町

民サービスの向上を図ります。 

情報通信基盤・機器の適正な維持・管理・更

新、民間事業者に対する町内ブロードバンド

サービスエリアの拡大要望 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １９，８５４千円 

主
な
事
業
実
績 

各種情報通信機器、情報機器を導入し、関係事務

の効率化を図り、サービスの向上に向けたネットワ

ーク等の管理・運用を継続して行いました。 

併せて、個人情報等の漏えいを防止するために必

要な対策の管理、または調査・検討を継続して行い

ました。 

東日本電信電話株式会社に、ブロードバンドサー

ビスエリア拡大の継続要望を行いました。 

決算額 １９，７８７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 19,787千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (19,787 千円) 

 

実 績 

実 績 
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施策④ 広域行政の推進 

● 広域連携による効率的な行政運営の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

179 

地域振興策や事務共同処理

の検討など、広域連携の推

進を図ります。 

南空知ふるさと市町村圏組合への参画（４市

５町）、南空知４町広域連携検討会議への参

画（南幌町、由仁町、長沼町）、学生地域定着

推進広域連携協議会（江別市内４大学と広域

８市町）への参画、北海道空知地域創生協議

会（振興局と管内全市町）への参画 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １，８５８千円 

主
な
事
業
実
績 

◯南空知地域の広域的な地域づくりや自立発展、効

率的な行政運営体制の構築を図るため、南空知ふ

るさと市町村圏組合に加盟し各種ソフト事業を行

いました。 

◯岩見沢市を事務局とした南空知地域における新た

な広域連携の取り組みに参画し、協議を実施しま

した。 

◯南空知 4 町広域連携事業では南空知マルシェの開

催やサイクル観光事業、移住・定住相談ブースの

首都圏での出展、北海道情報誌への農産物ＰＲ記

事の掲載を行いました。 

◯江別市内 4 大学と広域 8 市町連携による学生地域

定着自治体連携プロジェクトでは、地域への学生

ボランティア受け入れ等を行いました。 

◯振興局と管内市町連携による北海道空知地域創生

協議会では知名度向上や交流事業等を行いまし

た。 

◯北広島市を事務局としたオール北海道ボールパー

ク連携協議会に参画し、「食の魅力提供」「周遊策」

「スポーツ・人づくり」をテーマとした各分科会

において、連携策の協議を行いました。 

決算額 １，６７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 149千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 318千円 

一般 1,207千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (1,674 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（３）情報共有と町民参加  
 

 

 

 

 

 

施策① 行政情報の公開・提供 

● 町広報やホームページ等を通じた行政情報等の積極的な発信 

● 情報公開による行政運営の透明性確保 

● 政策・財政情報の発信など町民との情報共有の推進 

● コミュニティ活動の活性化に向けた情報共有インフラの整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

180 

広報くりやまの発行など、

行政情報を広く発信しま

す。 

広報くりやまの発行（毎月）、町勢要覧の発

行、暮らしのガイドブックの発行、公式ホー

ムページの運営 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，１０４千円 

主
な
事
業
実
績 

広報くりやまでは、町の行事や、行政からのお知

らせ、栗山青年会議所や地域おこし協力隊などの活

動を連載コラムとして掲載するほか、生涯学習情報

誌「マナビィ」で自然教育の活動やイベントなどに

参加した子どもたちの感想などを掲載しました。 

町内の出来事を後世に残すため、新町通りや旭台

工業団地などの撮影、第 50回栗山マラソン大会の映

像などを収録しました。 

町ホームページは各課所などと連携を図りなが

ら、町内で行われた各種事業・イベントなどの情報

を「新着情報」や「まちのニュース」に掲載しまし

た。また、令和 2年度のホームページ更新に向けて、

庁内検討委員会を立ち上げ、より見やすくわかりや

すいホームページの作成に向けた協議を進めまし

た。 

決算額 １０，０５６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 23千円 

町債 0千円 

その他 2,595千円 

一般 7,438千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_02 (10,056 千円) 

 
 

 

 

 

 

     
◆政策情報を町民に分かりやすく伝える情報公開・提供の仕組みの充実が必要となっています。 

◆若年層を含めた町民参加の充実に向けて、多様な仕組み・機会づくりが必要となっています。 

◆運用実態を踏まえた自治基本条例の見直しの必要性があります。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

181 

町が保有する公文書の適

切な公開と情報提供を推

進します。 

栗山町情報公開条例などに基づく適切な情

報公開・提供、公開請求事案に応じた情報公

開・個人情報保護審査会の開催 など 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 １２８千円 

主
な
事
業
実
績 

公文書の公開及び個人情報の取扱いについて、法

令等に基づく適正な対応を行いました。 

【主な実績】 

〇町が保有する情報への請求に応じた公開 

 ・介護保険要介護認定等に係る情報提供：462件 

 ・情報公開条例第 10 条の規定に基づく公文書 

  公開請求：3件 

〇情報公開・個人情報保護審査会 

 ・不服申し立て件数なしにつき、未開催 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (0 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

182 

予算・決算・財政状況など

の情報を分かりやすく公表

します。 

財政情報の町広報掲載、予算説明書および決

算説明書の発行 など 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 １，９９７千円 

主
な
事
業
実
績 

町財政に関する理解の浸透と情報共有を推進する

ため、予算、決算などの財政情報を町民にわかりや

すく発信するよう努めました。 

【主な公表】 

○町広報誌：2回（4月、10月） 

○予算説明書の全戸配布（5月） 

○決算説明書の公表（10月公共施設配置） 

○町ホームページへの掲載 

決算額 １，９５５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,955千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_01 (1,955 千円) 

 
 

 

 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

183 

自治基本条例に基づき、町

民への情報提供に関する

仕組みを充実します。 

各種計画・条例策定プロセスの公表、審議会

等の情報公開、出前型政策説明（懇談）制度

の運用 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

自治基本条例第 16条の規定に基づく町民への情報

提供に関する仕組みを充実することにより、政策情

報の共有や町民参加の推進など、町政に対する町民

の理解、関心度の向上を図るため、各種計画等の公表

や各種審議会情報等の公開を行いました。 

また、出前型政策・施策説明会を実施しました。 

○出前型政策・施策説明会利用件数：1件（15人） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

184 
栗山町史（平成史）を編集・

発刊します。 
平成元年から平成 30年の平成史版の発行 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，０５３千円 

主
な
事
業
実
績 

平成期における社会情勢や町政情報等を町史とし

てまとめ、後世へと伝承していくことにより、今後

のまちづくりの指針として活用するほか、町民の歴

史意識の高揚を図るため、町史発刊を目指し、町史

編さん作業を進めました。 

決算額 ２，０３２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,032千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (2,032 千円) 

 
 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

185 
開拓 130周年記念事業を行

います。 
※前期で終了（事業完了） 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

186 

コミュニティ放送により、

町民との情報共有手段の

充実を図ります。 

運営組織の設立、放送局施設整備、防災ラジ

オの購入・配布 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 
０千円 

主
な
事
業
実
績 

放送局の開局に向けた情報収集を行うため、伊達

市、ニセコ町、岩見沢市へ視察訪問をしたほか、北海

道総合通信局と意見交換などを行いました。 

栗山コミュニティＦＭ構想（案）の策定に着手しま

した。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策② 町政への町民参加の推進 

● 町政に対する町民ニーズ・意見等の把握と参加機会の充実 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

187 

町長のまちづくり懇談会や

ふれあい訪問を行い、町政

への町民参画を推進しま

す。 

町内会・自治会長や各地域、各種団体などを

対象とした懇談会の開催（充実）、職場など

へのふれあい訪問の実施 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ６６千円 

主
な
事
業
実
績 

まちづくり懇談会は、春に町内会長・自治会長お

よび、市街地・北部地区、角田・中部地区、継立・南

部地区に分け 4回実施（6月 11日～14日：97人）、

秋に各地区へ出向き全町民を対象に行いました（10

月 15日～11月 21 日の 14日間 計 25回：284 人）。 

開催にあたっては、懇談を活発にするため町内会・

自治会に、事前に質問・意見の聞き取りを行い、参加

者の増加を図りました。町広報紙、町ホームページ

などを活用して開催告知を行い、広報車で放送巡回

して参加を呼びかけました。また、栗山青年会議所

との団体懇談を実施しました。 

決算額 ５６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 56千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_02 (56 千円) 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

188 

日常的な町民との情報共

有制度「くりやまキャッ

チ・ボイス」を運用します。 

ハガキ・ＦＡＸ・メールにより日常的な町民

の疑問・意見などを受理し、原則２週間以内

に回答する仕組みの構築・運用 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

はがきやＦＡＸ、ホームページにより 30件の投書

があり、要望が 21 件、質問・相談が 8 件、提案が 6

件ありました（複数の投書あり）。 

また、2ヵ月ごとにキャッチ・ボイスの専用はがき

を町広報に折り込み、町民のニーズや意見などを把

握するように心掛けました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

189 

自治基本条例に基づき、多

様な世代に対する町民参

加機会を充実します。 

町政の重要課題に対する町民参加機会の充

実、審議会等の委員公募の推進、子どものま

ちづくり参加（体験）の推進 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町広報及びホームページにて審議会等の委員公募

情報や会議傍聴情報を公開しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

施策③ 自治基本条例の見直し 

● 条例の運用実態を踏まえた見直しの検討 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

190 

町民参加により、栗山町自

治基本条例の見直しを行い

ます。 

先進自治体研究、行政内見直し委員会の設置・

検討、（仮）町民見直し委員会の設置・検討、

啓発パンフレット配布 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

平成 28 年度に見直しを行っていることから、次回

は令和 2年度に見直しを予定しています。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 

令和元年度の予算配当・

執行はありません。 


